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東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
一

年
半
以
上
が
経
過
し
た
。
被
災
地
・
東
北
の
復
旧

・
復
興
事
業
は
全
体
的
に
遅
れ
が
め
だ
つ
。
と
く

に
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
汚
染
の
被
害
を

受
け
た
福
島
県
で
は
、
市
街
地
・
住
宅
地
は
言
う
に
及
ば
ず
、
農

地
・
山
林
な
ど
環
境
全
体
が
汚
染
さ
れ
、
福
島
第
一
原
発
周
辺
の

警
戒
区
域
・
計
画
的
避
難
区
域
の
一
一
市
町
村
内
の
人
た
ち
は
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
避
難
指
示
区
域
一
一
市
町
村
で
、

居
住
で
き
な
い
と
さ
れ
る
放
射
線
量
・
年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
（
㎜
Sv
）
以
上
の
と
こ
ろ
に
家
の
あ
る
人
は
約
五
・
五
万
人
（
地

域
人
口
の
六
四
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

指
示
区
域
は
二
〇
一
二
年
四
月
に
見
直
さ
れ
、
福
島
第
一
原
発

か
ら
二
〇
〜
三
〇
㎞
圏
内
区
域
が
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
し

て
帰
宅
が
許
さ
れ
た
が
、
昼
間
だ
け
で
夜
間
は
退
去
と
い
う
状
況

で
あ
る
。
ま
た
、
原
発
事
故
時
の
南
東
風
に
よ
っ
て
極
め
て
高
い

放
射
性
物
質
汚
染
を
こ
う
む
っ
た
計
画
的
避
難
区
域
の
飯
館
村

は
、
北
部
の
数
集
落
を
除
い
て
居
住
制
限
区
域
と
さ
れ
、
村
の
南

部
に
あ
る
長
泥
地
区
な
ど
は
五
年
間
帰
る
こ
と
の
で
き
な
い
帰
還

困
難
区
域
と
さ
れ
た
。

放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
は
広
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
。
福
島

県
の
農
地
総
面
積
一
四
・
四
万
�
（
う
ち
水
田
一
〇
・
五
万
�
）

の
う
ち
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
農
地
土
壌
一
㎏
中
一
〇
〇
〇

ベ
ク
レ
ル
（
Bq
）
以
下
は
八
・
二
万
�
（
う
ち
水
田
六
万
�
）、一

〇
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
Bq
が
五
・
四
万
�
（
う
ち
水
田
三
・
九
万

�
）
で
あ
り
、
農
地
土
壌
一
㎏
中
五
〇
〇
〇
Bq
以
上
の
農
地
が
八

三
〇
〇
�
あ
る

〇
・
五
〜
一
万
Bq
二
七
五
四
�
（
う
ち
水
田

一
九
五
八
�
）、一
〜
二
・
五
万
Bq
三
三
二
六
�
（
う
ち
水
田
二
五

七
五
�
）、二
・
五
万
Bq
以
上
が
二
二
二
七
�
（
う
ち
水
田
一
六
四

六
�
）
で
あ
る
（
全
国
農
業
新
聞
二
〇
一
二
年
三
月
三
〇
日
）。

特
別
措
置
法
（
二
〇
一
一
年
八
月
二
六
日
成
立
）
に
も
と
づ
く

除
染
が
住
宅
地
・
農
地
を
先
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
特
措
法

に
も
と
づ
く
「
除
染
に
関
す
る
緊
急
実
施
基
本
方
針
」
は
、
①
推

定
年
間
被
曝
線
量
が
二
〇
㎜
Sv
を
超
え
て
い
る
地
域
を
中
心
に
国

が
除
染
を
進
め
て
、
二
〇
㎜
Sv
を
下
ま
わ
る
よ
う
に
す
る
、
②
二

〇
㎜
Sv
を
下
ま
わ
る
地
域
で
も
、
市
町
村
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

年
間
被
曝
線
量
を
一
㎜
Sv
に
近
づ
け
る
こ
と
―
―
を
目
標
に
し
て

い
る
。

農
地
の
除
染
は
、
推
定
年
間
被
曝
線
量
が
二
〇
㎜
Sv
を
下
ま
わ

っ
て
い
る
地
域
で
、
空
間
線
量
率
を
二
年
後
ま
で
に
五
〇
％
減

少
、
長
期
的
に
は
一
㎜
Sv
以
下
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
目
標
。
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
農
地
土
壌
一
㎏
当
た
り
五
〇
〇
〇
Bq
以
下

の
農
地
で
は
反
転
耕
（
天
地
返
し
）
等
に
よ
り
廃
棄
土
壌
を
だ
さ

ず
に
実
施
で
き
る
。
五
〇
〇
〇
Bq
を
超
え
る
農
地
で
は
表
土
を
削

り
と
っ
た
上
で
、
水
を
入
れ
て
攪
拌
し
土
壌
を
除
去
す
る
か
、
反

福
島
農
業
の
再
起
を
考
え
る
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転
耕
を
お
こ
な
う
こ
と
で
除
染
す
る
。

農
水
省
は
、
計
画
的
避
難
区
域
の
飯
館
村
三
地
区
と
川
俣
町
山

木
屋
二
地
区
の
合
計
四
〇
�
で
、
農
地
除
染
対
策
実
証
事
業
を
実

施
し
て
、「
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
公
表
し
た
。
大
半
の
農
地
で
表

層
か
ら
深
さ
三
㎝
ま
で
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
八
〜
九
割
が
存
在

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
田
畑
を
除
草
・
整
地
し
て
固
化
剤
を
散

布
し
た
上
で
、
表
土
を
地
表
か
ら
深
さ
三
〜
五
㎝
削
り
取
っ
た
。

そ
の
結
果
、
深
さ
一
五
㎝
ま
で
の
作
土
層
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
が
六
九
〜
九
三
％
低
下
し
た
。
表
土
削
り
取
り
の
後
、
反
転
耕

を
行
っ
た
圃
場
で
は
、
作
土
層
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
さ
ら

に
六
割
近
く
低
下
し
た
。
こ
の
実
証
効
果
を
も
と
に
、
農
水
省
は

「
農
地
除
染
対
策
の
技
術
書
」
を
公
表
し
た
。

問
題
は
、
重
機
な
ど
機
材
・
資
材
と
労
力
・
手
間
の
問
題
に
加

え
、
廃
棄
土
壌
の
処
分
で
あ
る
。
農
水
省
の
実
証
事
業
で
は
、
農

地
四
〇
�
分
の
表
土
削
り
取
り
な
ど
で
廃
棄
土
約
二
・
九
万
�
が

発
生
し
た
。
廃
棄
土
は
、
仮
置
き
場
が
造
成
さ
れ
る
ま
で
、
実
証

圃
場
近
く
の
仮
々
置
き
場
や
実
証
圃
場
現
地
で
保
管
さ
れ
て
い

る
。
農
地
除
染
に
よ
る
廃
棄
土
だ
け
で
な
く
、
住
宅
地
・
市
街
地

の
除
染
に
よ
る
廃
棄
物
な
ど
も
、
除
染
し
た
住
宅
の
敷
地
の
隅
を

仮
々
置
き
場
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
広
範
囲
に
拡
散
し
た
放

射
性
物
質
の
「
除
染
」
は
「
移
染
」
で
し
か
な
い
（
本
誌
七
月
号
、

中
島
紀
一
論
文
）
が
、
そ
の
「
移
染
」
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
。
仮

置
き
場
の
造
成
す
ら
同
意
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
を
か
か
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

食
料
品
の
放
射
性
物
質
の
暫
定
基
準
値
は
、
米
な
ど
一
般
農
産

物
は
一
㎏
当
た
り
一
〇
〇
Bq
、
牛
乳
な
ど
飲
料
品
等
は
五
〇
Bq
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
警
戒
区
域
・
計
画
的
避
難
区
域
以
外
で
農
作

物
の
栽
培
が
可
能
と
さ
れ
た
区
域
で
は
、「
風
評
被
害
」
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
昨
年
・
今
年
と
耕
作
が
つ
づ
け
ら
れ
、
土
壌
中
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
は
作
物
本
体
に
ほ
と
ん
ど
移
行
し
な
い
こ
と
が
実

証
さ
れ
て
き
た
。
今
年
、
米
は
暫
定
基
準
値
を
大
幅
に
下
ま
わ
る

一
五
Bq
を
検
出
限
界
と
し
て
全
袋
検
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
原
乳

も
一
〇
Bq
を
検
出
限
界
と
し
て
検
査
し
て
い
る
が
、「
検
出
せ
ず
」

が
つ
づ
い
て
い
る
。
営
農
の
再
開
・
継
続
の
な
か
に
、
福
島
県
農

業
の
再
起
・
再
興
の
道
が
あ
る
。

だ
が
、
問
題
は
残
る
。
福
島
県
酪
農
協
等
の
支
援
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
酪
農
経
営
を
福
島
市
で
立
ち
上
げ
、
九
月
半
ば
か
ら
生
乳
出

荷
を
始
め
た
。
飯
舘
村
・
浪
江
町
な
ど
の
帰
る
こ
と
の
で
き
な
い

被
災
酪
農
家
五
人
の
共
同
運
営
の
牧
場
で
あ
る
（
当
面
一
五
〇
頭

規
模
）。自
給
飼
料
の
収
穫
・
利
用
・
放
牧
の
自
粛
が
指
示
さ
れ
る

な
か
で
、
飼
料
高
騰
の
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
、
濃
厚
飼
料
も
粗

飼
料
も
購
入
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
地
で
は
、
飼
料
自
給

型
・
地
域
循
環
型
酪
農
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
試

み
に
国
の
万
全
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｋ
Ｙ
）
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（
一
）

国
連
は
、
国
際
協
同
組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
�C

o－
op
erativ

e
en
terp
rise

b
u
ild

a
b
etter

w
orld

�

と
定
め
て
い
る
。
日
本
の
Ｉ
Ｙ
Ｃ
全
国
実
行
委
員
会
は
、
こ
れ
を�
協
同
組
合
が
よ
り
よ
い
社
会
を
築
き
ま
す
�と
訳
し
て
い
る
。�
協

同
組
合
企
業
�
と
い
う
表
現
は
、�
国
連
の
公
用
語
�
に
な
っ
て
お
り
、
中
国
語
で
は
「
合
作
企
業
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、�
日
本

で
は
「
企
業
」
と
い
う
表
現
に
違
和
感
を
持
つ
人
も
い
る
た
め
、「
協
同
組
合
」
と
し
て
い
る
�（「
協
同
組
合
研
究
」
一
一
年
八
月
号

所
収
栗
本
昭
稿
）
の
だ
そ
う
だ
。

二
〇
一
二
年
を
国
際
協
同
組
合
年
と
「
宣
言
」
し
た
国
連
総
会
決
議
の
な
か
に
は
、�
持
続
可
能
な
開
発
、
貧
困
の
根
絶
、
都
市
と

農
村
地
域
に
お
け
る
様
々
な
経
済
部
門
の
生
計
に
貢
献
す
る
こ
と
の
で
き
る
企
業
体
・
社
会
的
事
業
体
と
し
て
の
協
同
組
合
�
と
い

う
文
章
も
あ
る
。

�
企
業
体
・
社
会
的
事
業
体
�
を
よ
り
簡
潔
に
表
現
し
た
、
と
い
っ
て
い
い
�
社
会
的
企
業
�
と
い
う
表
現
も
こ
の
と
こ
ろ
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
。
何
故
こ
う
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
今
日
の
協
同
組
合
を
特
徴
づ
け
る
�
社
会
的
企
業
と
し

て
の
協
同
組
合
�
と
は
ど
う
い
う
協
同
組
合
な
の
か
、
こ
の
理
解
を
深
め
る
べ
く
第
一
章
を
用
意
し
た
。
そ
し
て
、
社
会
的
企
業
と

し
て
の
協
同
組
合
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、
一
〇
〇
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
づ
く
り
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
ド
イ
ツ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
を
第
二
章
で
紹
介
す
る
。
こ
う
い
う
世
界
の
協
同
組
合
運
動
の
潮
流
の
な
か
で
、
日
本
の
協
同
組
合
、
特
に
そ

の
主
軸
的
存
在
と
い
っ
て
い
い
農
業
協
同
組
合
は
、
今
、
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
、
を
第
三
章
で
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。

（
二
）

「
宣
言
」
を
行
な
っ
た
と
き
の
国
連
総
会
決
議
は
、�
全
加
盟
国
…
…
に
対
し
、
こ
の
国
際
年
を
機
に
協
同
組
合
を
推
進
し
、
そ
の

社
会
経
済
開
発
に
対
す
る
貢
献
に
関
す
る
認
知
度
を
高
め
る
よ
う
奨
励
�
す
る
と
と
も
に
�
適
宜
、
協
同
組
合
の
活
動
に
関
す
る
法

的
行
政
的
規
制
を
見
直
し
…
…
急
速
に
変
化
す
る
社
会
経
済
環
境
に
お
け
る
協
同
組
合
の
成
長
と
持
続
可
能
性
を
高
め
る
�よ
う�
各

国
政
府
に
対
し
て
…
…
促
し
�
て
い
た
。

東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授

梶
井

功

今
、
協
同
組
合
は
何
を
す
べ
き
か
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こ
の
国
連
決
議
に
沿
っ
て
、
Ｉ
Ｙ
Ｃ
全
国
実
行
委
員
会
は
、
今
年
の
一
月
、�
協
同
組
合
に
関
し
て
の
原
則
を
明
ら
か
に
し
て
、
関

連
法
規
の
統
一
的
理
念
を
示
す
�
協
同
組
合
憲
章
の
草
案
を
示
し
、
草
案
を
参
考
に
憲
章
を
つ
く
る
こ
と
を
政
府
に
要
請
し
た
。
そ

の
な
か
で
Ｉ
Ｙ
Ｃ
も
�
協
同
組
合
が
新
し
い
公
共
の
担
い
手
と
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
協
同
組
合
に
関
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
必

要
な
見
直
し
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
協
同
組
合
に
共
通
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
�
こ
と
を
求
め
て
い
た
が
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
反
応
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
な
い
よ
う
だ
。

Ｉ
Ｙ
Ｃ
実
行
委
の
政
府
へ
の
要
請
を
受
け
て
の
政
府
の
対
応
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ

た
こ
と
を
報
じ
た
九
・
二
八
付
日
本
農
業
新
聞
は�
政
府
と
し
て
協
同
組
合
の
役
割
を
認
め
、政
策
で
も
配
慮
す
る
姿
勢
を
明
確
に
�

し
て
い
る
も
の
の
�「
憲
章
」
と
比
べ
れ
ば
格
が
落
ち
る
�
方
針
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、�
協
同
組
合
憲
章
に
つ
い
て
政
府
は
、「
関

係
す
る
省
庁
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
各
協
同
組
合
が
関
係
省
庁
と
相
談
し
て
了
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
」（
内
閣
官
房
）
と
積
極
的

な
姿
勢
は
み
ら
れ
な
い
�
と
し
て
い
る
。
ま
し
て
や
�
関
係
す
る
省
庁
が
多
岐
に
わ
た
る
�
法
制
度
の
�
検
討
�
な
ど
は
遠
い
話
、

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

（
三
）

こ
ん
な
こ
と
で
よ
く
な
い
の
は
、
特
に
農
業
協
同
組
合
に
と
っ
て
で
あ
る
。
国
際
協
同
組
合
年
の
今
年
持
た
れ
た
第
二
六
回
Ｊ
Ａ

全
国
大
会
は
�
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
�
と
な
ら
ん
で
�
豊
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
�
を
�
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ

す
姿
（
一
〇
年
後
）�
と
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
の
�
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮
�
を
決
議
し
た
。�
Ｊ
Ａ
支
店
を
拠
点

と
し
た
Ｊ
Ａ
地
域
く
ら
し
戦
略
の
実
践
�
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
当
然
に
地
域
内
外
の
都
市
住
民
・
消
費
者
と
の
交
流
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
前
回
大
会
で
決
議
し
た
�
多
様
な
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
新
た
な
「
協
同
の
輪
を
広
げ
、
わ
が
国
の

農
業
の
復
権
・
地
域
の
再
生
と
そ
れ
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
変
革
を
す
す
め
�
る
運
動
を
一
層
充
実
・
発
展
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
課
題
を
Ｊ
Ａ
組
織
が
初
め
て
提
起
し
た
の
は
生
活
基
本
構
想
を
立
て
た
一
九
七
〇
年
の
第
一
二
回
大
会
だ
っ
た
。�
農
協
運
動

は
生
活
基
本
構
想
の
課
題
と
対
策
に
即
し
て
体
制
を
整
備
し
生
活
活
動
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
協
同
の
輪
を
地
域
住
民
に
広

げ
、
と
も
に
経
済
的
利
益
と
生
活
の
便
宜
を
得
る
新
し
い
地
域
社
会
の
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
�
が
決
議
さ
れ
た
の
だ
が
、�
協
同
の

輪
を
地
域
住
民
に
広
げ
�
る
こ
と
は
、
当
然
に
準
組
合
員
数
を
増
加
さ
せ
、
組
織
の
意
志
決
定
上
に
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
の
こ

と
を
意
識
し
て
、
七
〇
年
大
会
決
議
は
、
同
時
に
�
農
業
者
・
非
農
業
者
を
問
わ
ず
、
自
由
に
協
同
組
合
を
組
織
で
き
、
し
か
も
総

合
経
営
も
で
き
る
一
般
協
同
組
合
法
制
の
検
討
を
す
す
め
る
�
こ
と
も
決
議
し
て
い
た
。
〇
九
年
に
組
合
員
正
準
は
逆
転
し
た
。
そ

れ
は
も
っ
と
深
ま
る
情
況
下
に
あ
る
。�
協
同
組
合
法
制
の
検
討
�
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

今、協同組合は何をすべきか ������������������������
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１
、
社
会
的
企
業
と
は
何
か

社
会
的
企
業
の
概
念
は
幅
広
い
が
、
一
般
的
に
は
、
社
会
問
題

の
解
決
を
目
的
と
し
て
収
益
事
業
に
取
組
む
事
業
体
の
こ
と
を
い

う
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
行
わ

れ
る
公
益
的
活
動
を
、
一
時
的
に
で
は
な
く
継
続
的
に
行
う
事
業

体
で
あ
る
。

そ
れ
は
無
償
奉
仕
を
原
則
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
も
異

な
る
し
、
利
潤
分
配
を
目
的
と
す
る
営
利
企
業
と
も
異
な
る
。
さ

ら
に
は
形
式
的
平
等
性
を
優
先
す
る
公
共
セ
ク
タ
ー
と
も
異
な
っ

て
い
る
。
営
利
企
業
も
公
共
セ
ク
タ
ー
も
取
組
ま
な
い
よ
う
な
、

地
域
社
会
の
き
め
細
か
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
得
意

と
す
る
と
い
う
意
味
で
、
市
場
の
失
敗
や
政
府
の
失
敗
を
補
正
す

る
事
業
体
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
を
要
約
す
る
と
、社
会
的
企
業
と
は
、①
営
利
で
は
な
く
、

社
会
的
目
的
（＝

公
益
）
の
実
現
を
内
容
と
す
る
事
業
体
で
あ
る

こ
と
、
②
利
潤
の
獲
得
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
利

潤
を
株
主
な
ど
外
部
に
流
失
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
的
目
的

を
も
つ
事
業
に
再
投
資
す
る
事
業
体
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
整
理

が
可
能
で
あ
る
（
注
１
）。

こ
れ
に
対
し
、
協
同
組
合
は
出
資
、
利
用
、
参
加
を
一
体
化
さ

せ
た
人
び
と
の
共
助
・
共
益
の
事
業
体
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い

る
。
世
の
た
め
人
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
の
組
織
で
あ

る
。
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
の
個
人
が
、
よ
り
強
く
な
る
た
め
に

連
帯
す
る
相
互
扶
助
の
組
織
で
あ
る
。
共
助
・
共
益
の
組
織
で
あ

る
か
ら
、
原
理
的
に
は
公
益
に
関
心
を
払
う
必
要
も
な
い
し
、
公

益
に
経
営
資
源
を
投
入
す
る
必
要
も
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
現
実
に
は
、
医
療
、
介
護
・

福
祉
、
人
的
能
力
開
発
、
雇
用
創
出
な
ど
の
公
共
的
な
分
野
に
お

い
て
、
生
協
、
農
協
、
労
協
な
ど
の
各
種
協
同
組
合
が
独
自
の
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
協
同
組
合
が
公
益
に
ま
っ
た
く
無
関
心
、

無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
事
業
体
の
取

社
会
的
企
業
と
し
て
の
協
同
組
合

三
重
大
学
大
学
院
生
物
資
源
学
研
究
科

特
任
教
授

石
田

正
昭

農村と都市をむすぶ２０１２．１１
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組
み
と
は
別
に
、
生
協
・
農
協
の
役
職
員
や
組
合
員
た
ち
が
地
域

社
会
に
役
立
つ
協
同
活
動
、
す
な
わ
ち
地
域
貢
献
活
動
も
数
多
く

展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
、
共
助
・
共
益
の
組
織
で
は
あ
る
も
の

の
、
そ
の
可
能
な
範
囲
内
で
公
益
に
も
関
心
を
払
う
こ
と
、
こ
れ

が
現
代
の
協
同
組
合
運
動
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

小
稿
で
は
、
こ
う
し
た
協
同
組
合
の
動
き
に
着
目
し
な
が
ら
、
共

助
・
共
益
の
協
同
組
合
が
、
公
益
に
も
関
心
を
払
う
よ
う
に
な
っ

た
理
由
や
経
緯
を
説
明
し
た
い
と
思
う
。

２
、
協
同
組
合
に
お
け
る
「
地
域
社
会
へ
の
関
与
」

共
助
・
共
益
の
組
織
で
は
あ
る
も
の
の
、
公
益
に
も
配
慮
す
べ

き
こ
と
を
宣
言
し
た
の
は
、
現
行
の
協
同
組
合
原
則
で
あ
る
『
協

同
組
合
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
声
明
』（
以
下
、
一
九
九
五

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

年
原
則
と
略
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
第
七
原
則
「
地
域
社
会
へ
の

関
与
」
で
、「
協
同
組
合
は
、
組
合
員
が
承
認
す
る
政
策
に
し
た
が

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

っ
て
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
活
動
す
る
」
と

謳
っ
て
い
る
。

こ
の
第
七
原
則
は
一
九
九
五
年
原
則
で
初
め
て
協
同
組
合
原
則

と
し
て
採
用
さ
れ
た
が
、
最
初
は
そ
の
意
味
の
大
き
さ
に
気
づ
か

な
い
協
同
組
合
関
係
者
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
協
同
組

合
運
動
に
関
す
る
本
質
的
な
問
題
提
起
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
別
途
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
示
さ
れ
た
背
景

説
明
を
み
る
と
明
ら
か
で
あ
る
（
注
２
）。

「
協
同
組
合
は
本
来
、
組
合
員
の
利
益
の
た
め
に
存
在
し
て
い

る
組
織
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
特
定
の
地
理
的
空
間
に
お
け
る
組
合

員
と
の
こ
の
強
い
結
び
つ
き
の
ゆ
え
に
、
協
同
組
合
は
し
ば
し
ば

そ
の
地
域
社
会
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
協
同
組
合
は
地
域

社
会
の
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
発
展
が
確
実
に
持
続
す
る

よ
う
に
す
る
特
別
な
責
任
を
も
つ
。
協
同
組
合
は
地
域
社
会
の
環

境
保
護
の
た
め
に
し
っ
か
り
活
動
す
る
責
任
が
あ
る
。
協
同
組
合

が
地
域
社
会
に
ど
の
く
ら
い
深
く
ど
の
よ
う
な
形
で
貢
献
す
べ
き

か
を
決
定
す
る
の
は
組
合
員
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
組
合
員

が
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
責
任
で
あ
る
。」

こ
の
第
七
原
則
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
三
つ
の
報
告
書
、
す
な

わ
ち
レ
イ
ド
ロ
ー
報
告
、
マ
ル
コ
ス
報
告
、
ベ
ー
ク
報
告
が
Ｉ
Ｃ

Ａ
大
会
に
提
出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）。そ
の
中
で
共

助
・
共
益
の
組
織
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
た
共
助
・
共
益

に
加
え
て
公
益
に
配
慮
し
た
組
織
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
示

し
た
の
は
、
レ
イ
ド
ロ
ー
の
『
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
協
同

組
合
』
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
（
注
４
）

「
協
同
組
合
は
単
な
る
企
業
で
は
な
く
、
経
済
的
目
的
と
社
会

的
目
的
を
も
っ
た
企
業
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
二
重
の
目
的
に
よ

っ
て
一
般
的
に
普
通
の
会
社
や
資
本
主
義
企
業
か
ら
区
別
さ
れ

る
。（
中
略
…
）
前
世
紀
の
指
導
的
な
経
済
学
者
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
そ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
し
た
。『
ほ
か
の

社会的企業としての協同組合 ������������������������
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運
動
は
高
い
社
会
的
目
標
を
も
っ
て
い
る
。
ほ
か
の
運
動
は
広
い

事
業
基
盤
を
も
っ
て
い
る
。
協
同
組
合
の
み
が
双
方
を
も
っ
て
い

る
』
と
。」

さ
ら
に
つ
づ
け
て
、
レ
イ
ド
ロ
ー
は
こ
う
い
う
。

「
こ
の
二
つ
の
極
端
な
観
点
の
あ
い
だ
の
選
択
は
決
し
て
容
易

で
は
な
い
。
ま
っ
た
く
企
業
的
で
あ
り
、
社
会
的
目
的
を
も
た
な

い
協
同
組
合
は
、
ほ
か
の
協
同
組
合
よ
り
も
長
く
存
続
す
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
徐
々
に
弱
体
化
し
、
長
期
的
に
は
崩
壊
す
る
だ
ろ

う
。
い
っ
ぽ
う
、
社
会
的
使
命
に
は
大
き
な
力
点
を
お
く
が
、
健

全
な
事
業
慣
行
を
軽
視
す
る
協
同
組
合
は
お
そ
ら
く
す
ぐ
に
解
体

す
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、

組
織
全
体
に
お
け
る
常
識
的
な
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
経
済
と
社

会
、
事
業
経
営
と
理
想
主
義
、
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
経
営
者
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
た
素
人
の
指
導
者
の
混
合
で
あ
る
。」

ま
さ
に
、
二
重
の
目
的
を
も
つ
協
同
組
合
の
有
効
性
を
強
調
す

る
た
め
に
、
最
後
に
は
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
ま
で
も

ち
だ
し
て
、
経
済
的
目
的
と
社
会
的
目
的
の
統
合
の
重
要
性
を
強

調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
経
済
的
目
的
と
社
会
的
目
的
の
統

合
と
い
う
点
に
、
共
助
・
共
益
の
組
織
で
は
あ
る
も
の
の
公
益
に

配
慮
し
た
組
織
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
レ
イ
ド
ロ
ー
報
告
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
フ
ォ
ー
ケ
『
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
論
』
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
注
５
）。フ
ォ
ー
ケ
は
、
協
同
組
合
組

織
の
二
つ
の
構
成
要
素
と
し
て
、
協
同
（
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

ま
た
は
社
会
的
要
素
と
事
業
（
ア
ン
ダ
ー
テ
イ
キ
ン
グ
）
ま
た
は

経
済
的
要
素
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
レ
イ
ド
ロ
ー
の
協
同
組
合

に
お
け
る
二
重
の
目
的
の
理
論
的
基
礎
を
提
供
し
て
い
る
。

３
、
社
会
的
経
済
の
一
員
と
し
て
の
協
同
組
合

「
共
助
・
共
益
の
組
織
で
は
あ
る
も
の
の
公
益
に
配
慮
し
た
組

織
」
と
は
、
別
の
表
現
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
「
社
会
的
経
済
」
の

一
員
と
し
て
の
協
同
組
合
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。こ

こ
で
「
社
会
的
経
済
」
と
は
、
協
同
組
合
が
社
会
的
目
的
と

経
済
的
目
的
の
二
重
の
性
格
を
も
つ
組
織
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
も
異
な
り
、
民
間
営
利
セ
ク
タ
ー
と
も

異
な
る
独
自
の
領
域
を
形
成
す
る
よ
う
な
、
市
民
た
ち
が
つ
く
る

自
発
的
協
力
の
セ
ク
タ
ー
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
通
常
、
こ
の

自
発
的
協
力
の
セ
ク
タ
ー
は
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
と
か
民
間
非
営

利
セ
ク
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

社
会
的
経
済
が
求
め
ら
れ
る
理
由
は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
や
民
間

営
利
セ
ク
タ
ー
に
の
み
頼
っ
て
い
た
の
で
は
解
決
で
き
な
い
よ
う

な
問
題
、
た
と
え
ば
失
業
、
所
得
分
配
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
、

住
宅
、
健
康
、
教
育
、
退
職
者
の
生
活
の
質
な
ど
の
問
題
が
、
地

域
社
会
に
山
積
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
社
会
的
経
済
の
考

え
方
の
源
流
を
た
ど
る
と
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
協
同
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家　族
集　落

N P O
（非営利組織）

政治システム

社会システム

経済システム

協同組合

国営・公営企業

組
合
運
動
の
協
同
思
想
に
た
ど
り
つ
く
が
、
近
年
注
目
を
浴
び
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
九
年
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
第
二
三

総
局
の
中
に
社
会
的
経
済
の
部
局
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

た
だ
し
、
現
在
に
お
い
て
も
、
社
会
的
経
済
の
と
ら
え
方
は
国

に
よ
り
、
研
究
者
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
、
普
遍
的
に
通
用

す
る
定
義
は
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
で
も
社
会
的
経

済
を
定
義
す
る
試

み
を
放
棄
し
、
網

ら
的
に
、
協
同
組

合
、
ミ
ュ
ー
チ
ュ

ア

ル
（
共

済

組

合
）、ア
ソ
シ
エ
ー

シ

ョ

ン
・
財

団

（
非
営
利
組
織
）

に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
と
し
て
い
る

（
注
６
）。

で
は
、
社
会
的

経
済
の
中
で
、
協

同
組
合
は
ど
の
よ

う
な
特
徴
を
も

ち
、
ど
の
よ
う
な

領
域
に
位
置
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
、
協
同
組
合
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

財
団
（
非
営
利
組
織
）
の
違
い
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
日
本
的
に
い
う
と
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
財
団
の
典
型

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
が
、
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
同
組
合
の
違
い
は
何
で

あ
ろ
う
か
。

通
常
、社
会
的
経
済
を
説
明
す
る
場
合「
ペ
ス
ト
フ
の
三
角
形
」

が
使
わ
れ
る
が
、
こ
の
三
角
形
で
は
協
同
組
合
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
違
い

を
説
明
で
き
な
い
（
注
７
）。そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
神
野
直
彦
『
シ

ス
テ
ム
改
革
の
政
治
改
革
』あ
る
い
は
篠
原
一『
市
民
の
経
済
学
』

で
提
示
さ
れ
た
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
政
治
シ
ス
テ
ム
、
経
済
シ
ス

テ
ム
と
い
う
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
概
念
を
使
っ
て
（
注
８
）、協
同
組

合
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
の
違
い
を
説
明
し
た
い
と
思
う
。

図
（
協
同
組
合
の
位
置
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
図
に
お
い
て

は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
政
治
シ
ス
テ
ム
、

経
済
シ
ス
テ
ム
と
い
う
三
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

社
会
シ
ス
テ
ム
と
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
人
間
が
生

ま
れ
、成
長
し
、次
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
過
程
、

す
な
わ
ち
人
間
の
再
生
産
の
過
程
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ブ
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
基
本
単
位
は
個
人
で
あ
る
が
、
そ
の
個
人
が

織
り
な
す
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
す
な
わ
ち
家
族
と
か
集
落
（
共

同
体
）、自
治
会
な
ど
の
血
縁
・
地
縁
の
関
係
、
あ
る
い
は
学
校
、

趣
味
・
娯
楽
、
職
場
な
ど
の
同
一
性
で
結
ば
れ
た
友
縁
の
関
係
が

図 協同組合の位置
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主
た
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
い
わ
ば
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
を

形
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
を
動
か
す
も

の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
媒
介
と
す
る
�
助
け
あ
い
�
で

あ
る
。
互
酬
性
に
も
と
づ
く
助
け
あ
い
の
精
神
の
も
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
相
互
扶
助
、
共
同
作
業
に
携

わ
る
場
面
が
多
く
な
れ
ば
多
く
な
る
ほ
ど
、
よ
り
よ
い
成
果
が
期

待
で
き
る
（
注
９
）。自
由
、
平
等
、
友
愛
と
い
う
社
会
的
経
済
の

理
念
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
も
の
は
友
愛
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

相
互
扶
助
や
共
同
作
業
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
そ
れ
ら
の
活
動

を
継
続
的
に
保
障
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
と

し
て
、
自
発
的
協
力
の
組
織
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
は
、
家
族
や
集
落
（
共
同
体
）
な
ど
の
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
の
周
辺
部
に
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

の
相
互
扶
助
を
目
的
と
す
る
自
発
的
協
力
の
組
織
が
協
同
組
合
で

あ
る
。
協
同
組
合
は
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
制
の
も
と
、
自
ら
が
自

ら
を
助
け
る
と
い
う
意
味
の
自
助
組
織
と
し
て
発
展
す
る
。

一
方
、
共
同
作
業
を
目
的
と
す
る
自
発
的
協
力
の
組
織
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
は
、
世

の
た
め
人
の
た
め
、
仲
間
が
集
ま
っ
て
共
同
作
業
を
行
う
と
い
う

意
味
で
他
助
組
織
と
し
て
発
展
す
る
（
注
１０
）。

こ
れ
ら
の
自
発
的
協
力
の
組
織
の
使
命
は
、
自
ら
の
組
織
が
外

延
的
に
拡
大
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
経
済
シ
ス
テ
ム
や
政
治

シ
ス
テ
ム
の
領
域
に
食
い
込
み
な
が
ら
、
と
も
す
れ
ば
規
模
と
機

能
を
縮
小
さ
せ
が
ち
な
家
族
や
集
落
（
共
同
体
）
を
支
え
、
刺
激

し
、
社
会
シ
ス
テ
ム
を
再
活
性
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
地
域

の
再
生
」
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。

歴
史
的
に
み
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
で
先
行
的
に
成
立
し
た

の
は
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
農
業

社
会
の
発
展
と
と
も
に
権
力
機
構
が
確
立
し
、
政
治
シ
ス
テ
ム
が

分
離
・
拡
大
し
て
い
き
、
次
い
で
工
業
社
会
の
発
展
と
と
も
に
市

場
が
形
成
さ
れ
、
経
済
シ
ス
テ
ム
が
分
離
・
拡
大
し
て
い
っ
た
。

政
治
シ
ス
テ
ム
は
社
会
シ
ス
テ
ム
で
は
処
理
で
き
な
い
大
き
な

問
題
の
解
決
を
は
か
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
政
治
家
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
権
力
を
媒
介
に
�
脅
し

あ
い
�を
行
い
、多
様
な
人
び
と
の
意
思
を
一
つ
に
ま
と
め
あ
げ
、

国
家
的
な
統
制
を
は
か
ろ
う
と
す
る
性
向
を
も
っ
て
い
る
。
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
の
よ
う
な
独
裁
者
が
出
現
し
た
場
合
は
人
び
と
に
選
択
の

自
由
は
な
く
、
意
思
反
映
の
機
会
は
極
小
化
す
る
が
、
民
主
主
義

社
会
の
も
と
で
は
、
人
び
と
に
経
済
的
自
由
と
政
治
的
平
等
を
保

障
し
な
が
ら
賛
同
者
を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の
人
び
と
に
よ
り
多

く
の
幸
せ
を
提
供
す
る
こ
と
を
そ
の
使
命
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
行
政
機
関
を
通
し
て

提
供
さ
れ
る
が
公
益
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
は

高
い
公
共
性
を
有
す
る
た
め
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
防
災
・
防
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犯
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
分
野
で
目
の
行
き
届
か

な
い
個
所
が
数
多
く
残
さ
れ
る
。
公
共
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
公
益
的

サ
ー
ビ
ス
で
は
形
式
的
公
平
性
に
重
き
が
置
か
れ
る
た
め
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
当
事
者
に
寄
り
添
う
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ

る
。
公
共
セ
ク
タ
ー
の
こ
う
し
た
短
所
を
補
う
よ
う
に
、
残
さ
れ

た
個
所
を
市
民
の
手
に
よ
っ
て
穴
埋
め
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
社

会
シ
ス
テ
ム
の
周
辺
部
に
形
成
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
は
社
会
シ
ス
テ

ム
と
政
治
シ
ス
テ
ム
の
重
な
り
あ
う
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
産
し
、
分

配
し
、
消
費
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
営
利
企
業
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
カ
ネ
を
媒
介
に
�
競
い
あ

い
�
を
行
い
、
他
者
を
蹴
落
と
し
、
自
ら
の
組
織
の
拡
大
を
は
か

ろ
う
と
す
る
性
向
を
も
っ
て
い
る
。
資
本
主
義
の
原
理
か
ら
い
え

ば
、
利
潤
の
確
保
の
た
め
に
市
場
の
拡
大
を
求
め
る
の
が
つ
ね
で

あ
り
、
そ
の
障
害
物
は
対
内
的
に
も
対
外
的
に
も
こ
れ
を
排
除
し

つ
つ
、
投
資
家
に
最
大
の
利
潤
を
分
配
す
る
こ
と
を
そ
の
使
命
と

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
市
場
原
理
主
義
の
も
と
で
、
失
業
と
そ
れ

に
と
も
な
う
地
域
社
会
の
崩
壊
、
環
境
破
壊
な
ど
の
問
題
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
市
場
の
失
敗
を
是
正
す
る
力
は
経
済

シ
ス
テ
ム
の
中
か
ら
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

こ
う
し
た
三
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
今
一
度
、
協
同

組
合
の
位
置
を
明
示
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
社
会
シ
ス
テ
ム
と
経

済
シ
ス
テ
ム
の
重
な
り
あ
う
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
こ
の
こ
と

は
、
協
同
組
合
は
社
会
シ
ス
テ
ム
の
助
け
あ
い
の
中
か
ら
生
ま

れ
、
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
経
済
シ
ス
テ
ム
の
中

で
、
資
本
制
企
業
と
あ
る
場
合
に
は
同
調
し
、
ま
た
あ
る
場
合
に

は
対
抗
し
な
が
ら
、
組
織
の
存
続
を
か
け
た
戦
い
を
日
夜
続
け
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
レ
イ
ド
ロ
ー
の
い
う
二
重
の
目

的
の
う
ち
、
経
済
的
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
至
極
当
然
な
行
為

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
協
同
組
合
に
第
一
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
事
業
の
継
続
の
た
め
に
、
決
し
て
赤
字
を
出
さ
な
い
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
は
社
会
シ
ス
テ
ム
と

政
治
シ
ス
テ
ム
の
重
な
り
あ
う
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
こ
の
こ
と

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
は
協
同
組
合
と
同
様
、
社
会
シ
ス

テ
ム
の
助
け
あ
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
同
時
に
政
治
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
行
政
庁
と
あ
る
場
合
に
は

同
調
し
、
ま
た
あ
る
場
合
に
は
対
抗
し
な
が
ら
、
組
織
の
存
続
を

か
け
た
戦
い
を
日
夜
続
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
同

調
と
は
、
行
政
庁
か
ら
資
金
や
情
報
の
提
供
を
受
け
な
が
ら
事
業

の
存
続
に
腐
心
す
る
こ
と
を
指
し
、
対
抗
と
は
、
行
政
庁
で
は
目

の
行
き
届
か
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
現
場
レ
ベ
ル
で
見
出
し
、
そ
れ
を

家
族
や
集
落
（
共
同
体
）
に
提
供
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
政

治
シ
ス
テ
ム
と
重
な
り
あ
う
領
域
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
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Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
は
他
助
組
織
す
な
わ
ち
公
益
組
織
と
い
う
性

格
を
も
っ
て
い
る
。

で
は
、
レ
イ
ド
ロ
ー
の
い
う
協
同
組
合
に
お
け
る
社
会
的
目
的

の
達
成
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
協
同
組
合
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ（
非
営
利
組
織
）

と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
自
発
的
協

力
の
組
織
と
し
て
、
家
族
や
集
落
（
共
同
体
）
を
支
援
し
、
そ
の

再
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
場
合
の
貢
献
と
は
、
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
（
組
合
員
）

だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
以
外
の
人
び
と
に
も
役
立
つ
よ
う

な
公
益
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
無
条
件
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー

の
承
認
す
る
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

協
同
組
合
に
第
二
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
協
同
組
合
の
領

域
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
の
領
域
に
向
か
っ
て
で
き
る
か
ぎ

り
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
は
協
同
組
合
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非

営
利
組
織
）
の
重
な
り
あ
う
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

こ
こ
で
、
協
同
組
合
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
の
重
な
り
あ

う
領
域
の
拡
大
と
は
、「
共
助
・
共
益
の
組
織
で
は
あ
る
も
の
の
公

益
に
配
慮
し
た
組
織
」
あ
る
い
は
「
協
同
組
合
と
は
企
業
経
営
と

社
会
的
関
心
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
混
合
体
」
の
こ
と
を
言
い
表

し
て
い
る
。

４
、
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
社
会
に
責
任
を
も
つ
協

同
組
合
た
れ

協
同
組
合
が
社
会
的
経
済
の
一
員
と
し
て
ふ
る
ま
う
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
そ
の
点
を
考
え

て
み
た
い
。

そ
の
第
一
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
た
れ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
�
地
域
に
根
ざ
し
た
�
と
は
、
人
と
人
が
助

け
あ
っ
て
生
き
て
い
く
社
会
的
シ
ス
テ
ム
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
こ

と
を
強
く
自
覚
し
、
と
も
す
れ
ば
縮
小
し
が
ち
な
家
族
、
地
域
社

会
に
代
わ
っ
て
、
弱
い
者
を
支
え
、
刺
激
し
、
全
体
と
し
て
社
会

シ
ス
テ
ム
の
再
活
性
化
（
地
域
の
再
生
）
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
協
同
組
合
人
は
、「
地
域
社
会
の
機
能

が
つ
ぶ
れ
れ
ば
協
同
組
合
も
つ
ぶ
れ
る
」
と
い
う
位
の
危
機
感
を

共
有
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
第
二
は
「
地
域
社
会
に
責
任
を
も
つ
協
同
組
合
」
た
れ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と

同
じ
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
の
中
で
は
別
の

意
味
を
も
っ
て
い
る
。
と
く
に
「
責
任
」
と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
協
同
組
合
は
「
市
民
（
シ
チ
ズ
ン
）」

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
組
織
で
あ
り
、
そ
の
市
民
と
は
、
地
域
社

会
に
責
任
を
も
つ
こ
と
を
自
ら
の
責
務
と
考
え
、
か
つ
そ
の
こ
と

を
自
ら
の
誇
り
と
す
る
よ
う
な
人
び
と
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
意
味
の
「
市
民
」
で
あ
れ
ば
、
都
市
よ
り
も
農
村
に

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
判
断
で
あ
る
。
こ
の

人
た
ち
が
活
躍
す
る
場
を
、
協
同
組
合
が
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

注�

高
木
郁
朗
「
労
働
者
自
主
福
祉
事
業
か
ら
み
た
協
同
組
合
の
課
題
」

『
生
活
協
同
組
合
研
究
』
通
巻
四
二
五
号
、
二
〇
一
一
年
六
月
。

�

「
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
声
明
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ン
ド
・
ペ
ー
パ
ー
」
を
さ
す
。
日
本
協
同
組
合
学
会
訳
編
『
二

一
世
紀
の
協
同
組
合
原
則
』
二
〇
〇
〇
年
、
日
本
経
済
評
論
社
、
四
九

〜
五
〇
ペ
ー
ジ
。

�

い
ず
れ
の
報
告
も
ほ
ぼ
四
年
ご
と
に
開
か
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
会
で
採
択

さ
れ
て
い
る
。
レ
イ
ド
ロ
ー
報
告
「
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
協
同

組
合
」
は
一
九
八
〇
年
第
二
七
回
モ
ス
ク
ワ
大
会
、
マ
ル
コ
ス
報
告
「
協

同
組
合
の
基
本
的
価
値
」
は
一
九
八
八
年
第
二
九
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

大
会
、
ベ
ー
ク
報
告
「
変
化
す
る
世
界
に
お
け
る
協
同
組
合
の
基
本
的

価
値
」
は
一
九
九
二
年
第
三
〇
回
東
京
大
会
で
採
択
さ
れ
た
。

�

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
『
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
協
同
組

合
』
日
生
協
、一
九
八
〇
年
、一
二
ペ
ー
ジ
お
よ
び
八
二
〜
八
六
ペ
ー
ジ
。

�

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
フ
ォ
ー
ケ
『
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
論
』（
中
西
啓
之
・

菅
伸
太
郎
訳
、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
一
年
）、七
二
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
。

�

栗
本
昭
「
日
本
の
社
会
的
経
済
の
統
計
的
把
握
に
向
け
て
」（
大
沢
真

理
編
著
『
社
会
的
経
済
が
拓
く
未
来
』、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一

年
）、七
四
〜
七
八
ペ
ー
ジ
。
そ
こ
で
は
、
社
会
的
経
済
の
定
義
を
概
観

す
る
と
と
も
に
、社
会
的
経
済
を
構
成
す
る
協
同
組
合
、ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア

ル
、ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
財
団
の
組
織
的
な
特
質
も
説
明
し
て
い
る
。

�

ペ
ス
ト
フ
の
三
角
形
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
富
沢
賢
治
『
非
営

利
・
協
同
入
門
』、同
時
代
社
、
一
九
九
九
年
、
二
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
。

�

神
野
直
彦
『
シ
ス
テ
ム
改
革
の
政
治
改
革
』、岩
波
書
店
、
一
九
九
八

年
、
な
ら
び
に
篠
原
一『
市
民
の
経
済
学
』、岩
波
新
書
、
二
〇
〇
四
年
、

九
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

	

パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
よ
り
よ
い
成
果
を
生
み
だ
す
人
と
人

の
関
係
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
と
呼
ん
だ
。

ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
『
哲
学
す
る
民
主
主
義
』（
河
田
潤
一

訳
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
の
こ
と
。




協
同
組
合
を
自
助
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
を
他
助
組
織
と

す
る
区
分
は
、
神
野
直
彦
「
新
し
い
市
民
社
会
の
形
成
―
官
か
ら
民
へ

の
分
権
」（
神
野
直
彦
・
澤
井
安
勇
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
新
し

い
分
権
・
市
民
社
会
の
構
図
』、岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
に
見
出
さ

れ
る
。
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１
、
ド
イ
ツ
に「
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
」設
立
運
動

の
波

今
、
ド
イ
ツ
で
新
し
く
立
ち
あ
げ
ら
れ
て
い
る
協
同
組
合
の
半

ば
は
、
農
村
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
で
あ
る
。
主

と
し
て
市
民
出
資
で
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
バ
ン
ク
融
資
型
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
（
農
村
自
治
体
）
所
有
に
よ
る
太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
行
う
登

録
協
同
組
合
（
ド
イ
ツ
協
同
組
合
法
に
よ
る
法
人
）
と
し
て
の
設

立
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。

新
た
に
設
立
・
登
録
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
は
二
〇
一

一
年
末
で
三
九
三
組
合
を
数
え
る
。
州
別
に
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州

が
ト
ッ
プ
で
一
〇
八
（
二
七
・
五
％
）、次
い
で
バ
イ
エ
ル
ン
州
西

隣
り
の
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
が
九
六
（
二
四
・
四

％
）
と
南
ド
イ
ツ
の
二
州
で
半
ば
を
占
め
る
。
以
下
、
ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
セ
ン
州
七
五
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州

四
〇
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
二
三
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ

イ
ン
州
一
一
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ル
ツ
州
と
ザ
ク
セ
ン
・
ア

ン
ハ
ル
ト
州
六
、
ベ
ル
リ
ン
市
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、
ザ
ク

セ
ン
州
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
五
、
ブ
レ
ー
メ
ン
市
と
ザ
ー
ル
ラ

ン
ド
州
三
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
と
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ン

メ
ル
ン
州
一
組
合
で
あ
る
。

日
照
量
に
恵
ま
れ
た
南
ド
イ
ツ
が

太
陽
光
発
電
で
優
位
に
た
っ
て
い
る
の
は
当
然
だ
が
、
冬
季
に
は

曇
天
の
多
い
北
ド
イ
ツ
で
も
、
太
陽
光
発
電
協
同
組
合
が
設
立
さ

れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
以
下
に
み
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

法
に
よ
る
電
力
の
高
価
格
固
定
買
取
り
制
度
が
あ
っ
て
の
こ
と

だ
。な

お
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
設
立
で
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
バ

イ
エ
ル
ン
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
一
〇
八
組
合
の
う
ち
、
〇

六
年
以
降
に
設
立
さ
れ
た
組
合
は
六
八
組
合
で
あ
っ
て
、
う
ち
三

〇
組
合
は
太
陽
光
発
電
、
二
〇
組
合
は
熱
供
給
、
九
組
合
は
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
、
八
組
合
は
複
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
で
あ
る
。�

ド
イ
ツ
に「
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
」設
立
運
動
の
波

愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進
機
構
教
授

村
田

武

農村と都市をむすぶ２０１２．１１
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太陽光

２
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」

ド
イ
ツ
で
は
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
お
い
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
進
み
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
と
い
わ
れ
る
時

代
を
迎
え
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
総
発
電
量
に
占
め
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が
一
九
・
九
％
に
な
り
、
一
七
・
七
％

に
ま
で
落
ち
た

原
子
力
発
電
を

上
回
る
ま
で
に

な
っ
た
。

過
去
二
〇
年

に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
る
発
電

量
は
図
１
の
と

お
り
で
、
二
〇

一
〇
年
に
は
一

〇
二
〇
億
ｋ
Ｗ

ｈ
に
達
し
た
。

う
ち
風
力
発
電

が

三

五
・
九

％
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
が
三
三

％
を
占
め
る
。
〇
七
年
以
降
は
太
陽
光
発
電
の
伸
び
が
大
き
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
量
が
今
世
紀
に
入
っ
て
急

増
し
た
の
は
、
一
九
九
一
年
制
定
の
「
電
力
供
給
法
」
が
、
二
〇

〇
〇
年
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」（
Ｅ
Ｅ
Ｇ
）
に
改
訂
さ
れ

た
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
。
電
力
供
給
法
で
は
発
電
方
法
に
関
係

な
く
一
律
に
電
気
料
金
の
九
〇
％
の
価
格
で
買
い
取
る
制
度
で
あ

っ
た
た
め
に
、
コ
ス
ト
の
関
係
で
風
力
発
電
し
か
普
及
し
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｇ
で
は
、
風
力
発
電
だ
け
で
な
く
あ

ら
ゆ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
普
及
す
る
た
め
に
発
電
設

備
所
有
者
の
総
経
費
が
売
電
収
入
で
ま
か
な
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、
コ
ス
ト
の
高
い
太
陽
光
発
電
は
コ
ス
ト
の
低
い

風
力
発
電
よ
り
高
く
買
う
方
式
だ
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
れ
に
弾

み
を
つ
け
た
の
が
、
〇
四
年
同
法
改
正
で
の
太
陽
光
発
電
の
買
取

り
対
象
規
模
上
限
一
〇
〇
ｋ
Ｗ
の
廃
止
と
買
取
り
価
格
の
発
電
規

模
別
設
定
、
さ
ら
に
〇
九
年
の
再
改
正
で
あ
っ
た
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
量
が
伸
び
る
に
し
た
が
っ
て
、
電
力
消
費
へ
の
賦

課
金
（
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
）
の
額
が
近
年
大
き
く
な
り
、
〇
九
年
に

は
一
般
家
庭
の
平
均
電
気
料
金
九
七
ド
ル
（
月
当
た
り
）
の
う
ち

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
負
担
額
が
五
・
四
ド
ル
、サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
単
価（
ｋ

Ｗ
ｈ
当
た
り
）
が
一
・
八
セ
ン
ト
に
達
し
て
政
治
問
題
化
す
る
な

か
で
、
と
く
に
買
取
り
単
価
の
高
か
っ
た
太
陽
光
発
電
の
買
取
り

価
格
は
〇
四
年
以
降
引
き
下
げ
ら
れ
て
き
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る

最
新
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
価
格
は
、
表
１
に
み
ら
れ
る

図１ ドイツの再生可能エネルギーによる発電量の増加

出所：A.Heissenhuber,Renewable Energy in Germany－Present Situation
and Perspectives.

（２０１１年９月東京でのプレゼンテーション資料）
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１５



と
お
り
で
あ
る
。

３
、「
一
〇
〇
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
」
づ

く
り
と
農
村

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
お
け
る
脱
原
発
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
拡
大
戦
略
は
、
と
く
に
二
〇
〇
八
年
に
始
ま
る
世
界
同

時
不
況
の
も
と
で
、
農
村
の
再
生
と
関
わ
っ
て
新
た
な
展
開
を
み

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
用
に
農
村
の
土
地
が
提

供
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
の
バ
イ
オ
マ

ス
生
産
が
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ

る
。そ

し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
供
給
を
め
ざ
す
「
一

〇
〇
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
」
づ
く
り
運
動
が
農
村
を
先

頭
に
始
ま
っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
遠
隔
地
の
大
電
力
会

社
か
ら
地
域
に
取
り
戻
す
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
か
ら
得
ら

れ
る
利
益
を
地
域
が
獲
得
で
き
る
こ
と
、
ま
た
地
域
企
業
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
拡
大
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
地
域

自
治
体
に
よ
る
「
再
公
有
化
」
と
い
う
方
向
も
あ
り
う
る
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
農
村
に
お
け
る
「
一
〇
〇
％
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
」
づ
く
り
運
動
を
担
う
組
織
と
し
て
一
躍

脚
光
を
浴
び
た
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
だ
っ
た
。
こ
こ
に
今

回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
設
立
運
動
の
意
義
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
の
設
立
が
ブ
ー
ム
を

迎
え
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
農
村

電
化
を
担
っ
た
の
が
発
電
・
配
電
協
同
組
合
で
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
一
九
〇
九
年
以
降
に
四
二
の
電
力
協
同
組

合
が
設
立
さ
れ
、
組
合
員
総
数
は
一
万
人
余
り
、
職
員
は
二
八
一

人
を
数
え
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
一
九
一
九
年
に
は
第
二

次
設
立
ブ
ー
ム
を
迎
え
全
国
で
一
〇
三
〇
組
合
を
数
え
た
。
ワ
イ

マ
ル
共
和
国
時
代
の
一
九
三
〇
年
に
は
五
八
四
一
組
合
に
も
な
っ

た
。
ヒ
ト
ラ
ー
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
は
急
減
し
た
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
復
興
期
の
一
九
四
八
年
で
は
五
二
二
組
合
が
残
っ
て

い
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
二
〇
世
紀
末
で
は
四
五
〇
〇
余
り
の
電
力

協
同
組
合
が
あ
り
、
そ
の
大
半
は
農
村
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。�

以
下
で
は
、
南
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
「
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
」
と
、
北
ド
イ
ツ
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル

ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
の
「
市
民
太
陽
光
発
電
協
同
組
合
」

を
紹
介
し
よ
う
。�

４
、「
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
」

二
〇
〇
八
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
北
西
端
レ
ー
ン
・
グ
ラ
プ
フ

ェ
ル
ト
郡
の
グ
ロ
ス
バ
ー
ル
村
で
、「
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
協
同
組
合
」
が
設
立
さ
れ
た
。
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
の
名
を
冠

し
た
の
は
、「
ド
イ
ツ
農
村
信
用
組
合
の
父
」ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン（
一

八
一
八
〜
八
八
年
）
が
活
動
し
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
に
近
接
す
る
こ
の

地
域
な
ら
こ
そ
、
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
の
精
神
を
現
在
に
生
か
そ
う
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と
い
う
心
意
気
で
あ
る
。
小
さ
な
協
同
組
合
を

村
々
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
生
産
に
よ
る
儲
け
を
域
外
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
に

渡
す
の
で
な
く
、
自
ら
が
経
営
し
、「
村
の
お
金
は

村
の
者
に
」
落
と
す
こ
と
で
地
域
内
経
済
循
環
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

人
口
八
万
人
余
り
、
集
落
数
は
一
〇
〇
、
農
業

経
営
が
約
一
五
〇
〇
戸
の
レ
ー
ン
・
グ
ラ
プ
フ
ェ

ル
ト
郡
は
、ド
イ
ツ
中
部
山
地
の
穀
作
＋
畜
産（
繁

殖
牛
等
）
の
複
合
農
業
地
帯
で
あ
り
、
小
規
模
経

営
の
多
い
農
業
地
帯
だ
。
風
力
、
太
陽
光
、
畜
産

・
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
宝
庫
で
あ
る
た
め
に
、
資
金
力
の
あ
る
大

企
業
・
外
国
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
等
に
よ
る
風

力
や
太
陽
光
の
囲
い
込
み
の
た
め
の
土
地
購
入
が

活
発
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
郡
が
音

頭
を
と
っ
て
設
立
し
た
の
が
、「
有
限
責
任
会
社
ア

グ
ロ
ク
ラ
フ
ト
社
」
で
あ
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
州
農

業
者
同
盟
支
部
と
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
ク
�
が
五
〇

％
ず
つ
出
資
し
て
お
り
、
会
社
の
代
表
取
締
役
は

郡
長
で
あ
る
。
こ
の
ア
グ
ロ
ク
ラ
フ
ト
社
が
オ
ル

ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
太
陽
光
、
熱
供
給
、
バ
イ
オ

表１ ２０１２年ドイツの買取価格（ユーロセント／kWh）
買取期間

２０年

２０年

２０年

２０年

２０年

買取価格
２４．４３
２３．２３
２１．９８
１８．３３
１８．７６
１７．９４
８．９３
４．８７
１５．０
３．５
１２．７
８．３
６．３
２５
１４．３
１２．３
１１
６

出力区分等
０～３０kW
３０～１００kW
１００～１，０００kW
１，０００kW
転換地等１）

その他用地
０～５年目
６年目以降３）

０～１２年目
１３年目以時
０～５００kW
５００～２，０００kW
２，０００～５，０００kW

＜１５０kW
１５０～５００kW
５００～５，０００kW
５，０００～２万kW

屋根設置

平地設置

陸上風力２）

洋上風力４）

水力５）

地熱６）

バイオマス７）

太陽光

風力

注：１）転換地とは、ごみ処理場(landfill)や軍隊の使用地など、既に使用していた土地を２次使用したような土
地。その他コンクリート等で被われた土地も同様の扱い。

２）新設の陸上風力の買取価格。リパワリング、新伎術にはボーナスを上乗せ。
３）６年目の時点で、基準設備の発電量の１５０％を下回っている設備については、０．７５％下回るごとに、６
年目以降の買取価格の運用が２ヶ月遅れる。

４）新設の洋上風力の買取価格。２０１６年までに稼働した設備には別の買取価格を適用。別途、買取期間を短
くし買取価格を高くするオプションもある。

５）新設の水力発電の買取価格。近代化（発電能力の拡大ではなく、環境性の向上、ダムの改修、魚道の確
保などに関する改修）や既設設備の増設分についても、別途区分がある。

６）新設の地熱発電の買取価格。高温岩体発電の場合、ボーナスを上乗せ。
７）バイオガス発電については、４～８ユーロセントのプレミアムを上乗せ。また、バイオマス廃棄物発酵
及び小親模糞尿は別の買取価格を適用。

出所：日本エネルギー経済研究所「海外における新エネルギー等導入促進政策に関する調査」より資源エネルギ
ー庁作成。
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ガ
ス
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
企
画
す
る
。
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
す
る
た
め
に
、

村
ご
と
に
農
村
信
用
組
合
と
同
じ
理
念
で
組
織
し
た
の
が
「
ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
」
で
あ
る
。

ア
グ
ロ
ク
ラ
フ
ト
社
の
指
導
の
も
と
郡
内
に
設
立
さ
れ
た
ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
二
三
（
そ
の
組
合
員
は
二

二
〇
〇
人
）の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
二
〇
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た「
グ

ロ
ス
バ
ー
ル
村
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
」

は
、
組
合
員
数
が
二
五
〇
人
で
、
ほ
ぼ
全
世
帯
の
参
加
と
な
っ
て

い
る
。（
下
の
写
真
）

風
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
ガ
ス
、
地
域
暖
房
網
等
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
が
あ
り
、
出
資
に
対
し
て
は
配
当
が
あ
る
。

５
、「
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
民
太
陽
光
発
電
協
同
組
合
」

「
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
民
太
陽
光
発
電
協
同
組
合
」
は
、
ベ
ル
リ
ン

の
真
北
一
〇
〇
ｋ
ｍ
ほ
ど
の
、
州
内
で
も
最
大
の
湖
ミ
ュ
ー
リ
ッ

ツ
湖
の
北
岸
の
観
光
都
市
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
に
、
二
〇
一
〇
年
六
月

に
設
立
さ
れ
た
。
発
起
人
は
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
・
ゼ
ー
ン
プ
ラ
ッ
テ

（
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
州
湖
沼
地
帯
）
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
バ
ン
ク

で
あ
る
。

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
を
張
る
用
地
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
時
代
の
ソ
連

軍
駐
留
地
で
あ
り
、
ソ
連
軍
撤
退
後
に
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
六

ｈ
ａ
を
、
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
か
ら
借
地
し
た
。
借
地
料
は
売
電
額
の

二
％
と
い
う
契
約
で
あ
る
。
出
力
二
二
五
Ｗ
の
パ
ネ
ル
九
二
〇
枚

を
並
べ
、
最
大
出
力
一
九
〇
〇
ｋ
Ｗ
の
太
陽
光
発
電
を
同
年
九
月

に
開
始
し
て
い
る
。（
上
の
写
真
）
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当
初
資
金
四
五
〇
万
ユ
ー
ロ
（
一
ユ
ー
ロ
一
〇
〇
円
と
す
る
と

四
億
五
〇
〇
〇
万
円
）
の
調
達
は
、
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
バ
ン
ク

の
融
資
三
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
（
三
億
円
）、地
域
住
民
の
出
資
一
五
〇

万
ユ
ー
ロ
に
よ
っ
て
い
る
。出
資
金
は
一
口
百
ユ
ー
ロ（
一
万
円
）

で
下
限
が
二
五
口
、
二
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
二
五
万
円
）、上
限
は
千

口
、
一
〇
万
ユ
ー
ロ
（
一
〇
〇
〇
万
円
）
と
さ
れ
た
。
出
資
者
一

八
五
名
は
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
と
そ
れ
を
囲
む
ミ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
郡
の
住

民
で
あ
っ
て
、
う
ち
八
〇
％
は
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
バ
ン
ク
支
店

の
組
合
員
と
い
う
。

年
間
発
電
量
は
一
九
〇
万
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
。
こ
の
一
九
〇
万
ｋ

Ｗ
ｈ
の
電
力
は
、
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
企
業
局
に
一
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
二

八
・
四
三
セ
ン
ト
で
売
電
さ
れ
て
お
り
、
売
電
額
は
五
四
万
ユ
ー

ロ
に
な
る
。
一
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
二
八
円
四
三
銭
で
五
四
〇
〇
万
円

で
あ
る
。
こ
の
一
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
売
電
単
価
は
二
〇
三
〇
年
ま
で

の
二
〇
年
間
保
証
さ
れ
て
お
り
、
一
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
の
投
資
額
が

二
三
五
〇
ユ
ー
ロ
に
留
ま
る
こ
と
か
ら
、
出
資
者
に
は
昨
年
一
一

年
に
は
六
％
の
配
当
が
で
き
た
と
い
う
。

６
、
協
同
に
よ
る
新
し
い
所
得
源
の
確
保

ド
イ
ツ
の
農
村
で
は
、
こ
う
し
て
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

地
域
の
所
得
源
と
し
、
地
域
経
済
循
環
の
再
生
を
図
る
動
き
が
始

ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
担
い
手
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
協
同
組
合
で
あ
り
、
市
民
出
資
の
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
バ
ン
ク

融
資
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
農
村
自
治
体
）
所
有
協
同
組
合
が
誕

生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
運
動
の
発
起
人
が
農
業
者
同
盟
で
あ

り
、
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
ク
（
農
業
機
械
利
用
仲
介
組
織
）、さ
ら
に

ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
バ
ン
ク
（
農
村
信
用
組
合
）
で
あ
る
こ
と
が

興
味
深
い
。
農
業
者
を
支
え
る
協
同
組
織
が
健
在
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ら
協
同
組
織
の
連
携
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
地
域
に
取
り
戻

し
て
地
域
経
済
循
環
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
ド
イ
ツ
農

村
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
も
っ
と
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
農
村
に
お
け
る
こ
の
新
し
い
協
同
組
合
運
動
は
、
わ
が
国

の
農
村
再
生
に
と
っ
て
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い

か
。注�

、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
主
催
二
〇
一
二
年
国
際
協
同
組
合
年

記
念
国
際
協
同
組
合
学
会
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
シ
ョ
ン
の
挑
戦
に
対
す
る

協
同
組
合
の
対
抗
」（
二
〇
一
二
年
三
月
二
一
〜
二
三
日
・
ベ
ル
リ
ン
）

に
お
け
る
Ｊ
・
Ｒ
・
ミ
ュ
ラ
ー
お
よ
び
Ｌ
・
ホ
ル
ス
テ
ン
カ
ン
プ
の
個

別
報
告
に
よ
る
。

�
、
ド
イ
ツ
の
電
力
協
同
組
合
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一

月
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
協
同
組
合
史
学
会
第
五
回
大

会
「
農
村
協
同
組
合
」
で
の
Ｂ
・
フ
リ
ー
ガ
ー
報
告
に
簡
潔
な
紹
介
が

あ
る
。

�
、
以
下
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
村
田
武
・
渡
邉
信
夫
編
著
『
脱
原
発
・

ドイツに「エネルギー協同組合」設立運動の波 �����������������
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ふ
る
さ
と
再
生
』
筑
波
書
房
、
二
〇
一
二
年

八
月
刊
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
同
書
の
第
四
章
に
は
、
酪
農
な
ど

畜
産
経
営
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
資
料
と
し
て
「
伊
方
原
発
運
転
差
止
請
求
裁
判
」
の
訴
状
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

４
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
バ
イ
エ
ル
ン
州
を
中
心
に
始
ま
っ
た
マ
シ
ー
ネ

ン
リ
ン
ク
（
Ｍ
ａ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
、「
機
械
利
用
サ
ー
ク

ル
」）
運
動
は
、
当
時
の
欧
州
経
済
共
同
体
の
農
業
構
造
政
策
に
対
抗

す
る
「
バ
イ
エ
ル
ン
の
道
」
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
わ
が
国
で
も
注

目
を
集
め
た
。
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
ク
は
、
旧
西
ド
イ
ツ
の
農
村
に
お
い

て
、
戦
後
の
農
業
機
械
化
の
な
か
で
、
農
家
が
個
別
に
農
業
機
械
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
機
械
化
貧
乏
」
に
な
る
の
を
防
ぎ
、

農
業
機
械
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
の
経
営
間
仲
介
業
務
を
行
う
家
族

農
業
経
営
の
自
助
組
織
と
し
て
村
々
に
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
八
〇
年

代
、
九
〇
年
代
以
降
の
複
数
組
織
の
統
合
に
よ
っ
て
数
は
減
っ
た
も
の

の
、
現
在
で
は
郡
レ
ベ
ル
の
広
域
で
事
業
を
展
開
し
、
機
械
利
用
斡
旋

だ
け
で
な
く
、
経
営
・
家
政
支
援
ヘ
ル
パ
ー
事
業
な
ど
多
角
的
な
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
マ
シ
ー
ン
リ
ン
ク
事
業
の
多
角
化
の
な
か

に
、
子
会
社
を
組
織
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
登
場
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

���������������� ドイツに「エネルギー協同組合」設立運動の波
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１
、
世
界
の
協
同
組
合
運
動
の
一
翼
を
担
う
Ｊ
Ａ
運

動
の
存
在
意
義
は
何
か

世
界
の
協
同
組
合
は
、
農
協（
総
合
農
協
、
専
門
農
協
）、生
協
、

信
用
協
同
組
合
、
共
済
（
保
険
）
協
同
組
合
、
保
健
（
医
療
・
厚

生
）
協
同
組
合
、
漁
協
、
森
林
（
林
業
）
協
同
組
合
、
労
働
者
生

産
協
同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
ー
プ
）、旅
行
協
同
組
合
、
住
宅

協
同
組
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
な
ど
多
様
な
形
態
で
組
合
員

が
結
集
し
、
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
協
同
組
合
の
全
国
組
織
は
、
人
間
尊
重
と
協
同
組
合

原
則
志
向
の
運
動
を
旗
印
と
す
る
一
八
九
五
年
に
創
設
さ
れ
た
国

際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
自
由
意
思
で
加
盟
し
、
現
在
、

加
盟
組
織
は
九
三
ヵ
国
二
四
七
団
体
（
国
際
機
関
を
除
く
）、傘
下

の
組
合
員
数
は
世
界
全
体
で
一
〇
億
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
は
、
農
協
（
Ｊ
Ａ
）、生
協
、
漁
協
（
Ｊ
Ｆ
）、森
林
組

合
（
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
）、労
働
者
共
済
、
労
働
者
協
同
組
合
、
労

働
金
庫
等
の
全
国
組
織
で
あ
る
一
三
団
体
が
加
盟
し
、
日
本
協
同

組
合
連
絡
協
議
会
（
Ｊ
Ｊ
Ｃ
）
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
世
界
最
大
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
し
て
、
国

連
経
済
社
会
理
事
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
の
諮
問
機
関
第
一
グ
ル

ー
プ
に
登
録
さ
れ
、
ま
た
二
〇
〇
二
年
に
は
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）
が
「
経
済
社
会
の
発
展
に
お
い
て
、
協
同
組
合
は
世
界
の

ど
の
地
域
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。（
一
九
三
号
勧

告
）」と
そ
の
役
割
の
重
要
性
を
認
め
る
勧
告
を
発
表
す
る
な
ど
、

国
際
機
関
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
結
集
し
て
い
る
世
界
の
協
同
組
合
は
、
二
〇
〇
七
年

の
世
界
的
な
食
料
危
機
、
二
〇
〇
八
年
以
降
の
金
融
・
経
済
危
機

の
中
で
、
地
域
の
経
済
社
会
に
根
ざ
し
て
お
り
、
バ
ブ
ル
経
済
と

そ
の
崩
壊
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
経
済
シ
ス
テ
ム
に
安
定

性
、
耐
久
力
・
回
復
力
を
も
た
ら
し
た
と
評
価
さ
れ
、
国
連
は
二

〇
〇
九
年
一
二
月
の
総
会
で
二
〇
一
二
年
を
「
国
際
協
同
組
合

年
」
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
�
。

Ｊ
Ａ
運
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

白
石

正
彦

農村と都市をむすぶ２０１２．１１
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JA 770 9,494 224
JF 1,092 362 13

JForest 711 1,575
612 25,320 53
58 13,900 4
66 47 11

228 1,509 2
13 10,058 11

32,384 2,305 156
117 2,680 30
279 9,311 111

162 3,698 22
36,492 80,259 644

さ
ら
に
、
国
連
は
、
各
国
政
府
・
国
民
に
、
①
協
同
組
合
の
社

会
的
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
、
②
協
同
組
合
の
設
立
や
発
展
を
促

進
す
る
こ
と
、
③
協
同
組
合
の
設
立
や
発
展
に
つ
な
が
る
政
策
を

定
め
る
よ
う
に
政
府
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
基
本
目

標
と
す
る
よ
う
に
表
明
し
、
こ
れ
を
受
け
て
世
界
的
に
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
前
述
の
Ｊ
Ｊ
Ｃ
を
構
成
す
る
協
同
組
合
の
一
三
団

体
の
代
表
に
加
え
て
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
全
国
信
用

組
合
中
央
協
会
、
信
金
中
央
金
庫
等
の
八
団
体
の
代
表
や
協
同
組

合
の
研
究
者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
等
も
参
加
し
て
、
二
〇
一
二
国

際
協
同
組
合
年
全
国
実
行
委
員
会
（
代
表
は
経
済
評
論
家
の
内
橋

克
人
氏
）
を
二
〇
一
〇
年
八
月
に
発
足
し
、
国
連
の
前
述
の
三
つ

の
目
標
に
「
④
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
」
を
加
え
た

活
動
の
基
本
目
標
を
決
定
し
、「
協
同
組
合
憲
章
草
案
」の
策
定（
二

〇
一
二
年
一
月
）
や
中
央
集
会
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
、
広
報
活
動
、
政
府
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
行
い
、
従

来
の
職
能
別
協
同
組
合
の
垣
根
を
乗
り
越
え
た
横
断
的
な
協
同
組

合
活
動
が
注
目
さ
れ
、
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
第
１
表
の
よ
う
に
日
本
の
主
な
協
同
組
合

の
組
合
数
は
三
六
、
四
九
二
、
組
合
員
数
は
八
、
〇
二
五
万
九
千

人
お
よ
び
職
員
数
は
六
四
万
四
千
人
で
、
そ
の
う
ち
農
業
協
同
組

合
（
Ｊ
Ａ
）
は
そ
れ
ぞ
れ
七
七
〇
、
九
四
九
万
四
千
人
、
二
二
万

四
千
人
で
す
。
ま
た
、
総
合
農
協
の
組
合
員
数
、
組
合
員
戸
数
の

第１表 日本の主な協同組合の組合数・組合員数および職員数
（２００９年３月末時点）

注：２０１２国際協同組合年全国実行委員会の資料
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11992 2002 2008 2010
3,204 1,046 770 725
8,844 9,072 9,494 9,694

1 2,760 8,673 12,330 13,371
62.4 56.9 50.9 48.7

5,515 5,159 4,828 4,720
5,508 5,150 4,817 4,707
<693> <749> <872> <891>

7 9 12 13
4,807 4,496 4,185 4,068
3,329 3,913 4,666 4,974

3,258 3,836 4,585 4,893
71 77 81 81

2,772 3,193 3,824 4,061

推
移
は
第
２
表
の
通
り
で
す
。
表
で
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
総

合
農
協
の
農
畜
産
物
の
販
売
高
は
、
デ
フ
レ
基
調
下
で
二
〇
〇
六

年
度
と
二
〇
一
〇
年
度
を
比
較
す
る
と
四
・
五
兆
円
（
う
ち
米
一

・
〇
兆
円
、
野
菜
一
・
二
兆
円
、
果
実
〇
・
五
兆
円
、
畜
産
物
一

・
二
兆
円
）
か
ら
四
・
二
兆
円
（
う
ち
米
〇
・
八
兆
円
、
野
菜
一

・
三
兆
円
、
果
実
〇
・
四
兆
円
、
畜
産
物
一
・
一
兆
円
）
と
米
の

低
下
、
野
菜
の
微
増
、
畜
産
物
の
横
ば
い
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
生
産
資
材
の
購
買
品
供
給
高
は
、
二
・
三
兆
円
か
ら
二
・
〇

兆
円
、
生
活
物
資
の
購
買
品
供
給
高
は
、
一
・
〇
兆
円
か
ら
一
・

〇
兆
円
、
貯
金
は
七
九
・
七
兆
円
か
ら
八
五
・
六
兆
円
、
貸
出
金

は
二
一
・
五
兆
円
か
ら
二
三
・
八
兆
円
、
長
期
共
済
保
有
契
約
高

は
三
五
一
・
七
兆
円
か
ら
三
一
一
・
一
兆
円
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
協
同
組
合
は
「
組
合
員
と
地
域
社
会
の
現
在
お
よ
び

長
期
的
な
利
益
の
た
め
に
、
経
済
的
・
社
会
的
問
題
を
民
主
的

に
、
か
つ
責
任
を
も
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
結
局

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
�
。」
と
い
う
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
同
組
合

宣
言
に
も
留
意
し
て
、
Ｊ
Ａ
は
農
業
・
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
雇

用
・
生
活
文
化
・
福
祉
・
医
療
・
地
域
社
会
・
東
日
本
大
震
災
と

原
発
事
故
・
地
球
環
境
な
ど
の
諸
問
題
に
、
戦
略
的
な
優
先
順
位

を
固
め
な
が
ら
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
と
願
い
さ
ら
に
参
画
を
重
視
し

て
国
内
外
の
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
の
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

と
い
う
問
題
意
識
を
明
確
に
し
て
、
新
し
い
動
向
と
連
携
し
て
、

取
り
組
む
と
こ
ろ
に
存
在
意
義
が
あ
り
ま
す
�
。

第２表 総合農協の組合員数、組合員戸数の推移
（単位：千人、千戸、農協当たりは人）

資料：農林水産省『総合農協統計表』
注：専門農協（信用事業を行わず、畜産、酪農、園芸といった特定の生産物の販売・購買事業のみを行
う農協）は２００９年度に７５３。組合員数は２７１千人（うち、正組合員１９８千人、准組合員７３千人）。

ＪＡ運動はどうあるべきか �������������������������
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２
、
協
同
組
合
と
し
て
の

Ｊ
Ａ
の
本
質
と
現
段
階

的
特
質
―
第
二
六
回

Ｊ
Ａ
全
国
大
会
の
議

案
書
の
特
徴
―

第
一
に
、
協
同
組
合
の
本
質

（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
は
、

Ｉ
Ｃ
Ａ
総
会
が
一
九
九
五
年
に

二
一
世
紀
の
協
同
組
合
原
則

（
協
同
組
合
の
「
定
義
」「
価

値
」「
原
則
」）
を
採
択
し
、
こ

れ
が
国
際
基
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
①
「
定
義
」

の
側
面
か
ら
見
る
と
、
第
３
表

の
よ
う
に
、
そ
の
�
主
体
�
は

「
自
治
的
な
組
織
と
し
て
の

人
々
の
結
合
体
」
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
営
利
企
業
は
「
資
本

の
結
合
体
」
で
す
。
協
同
組
合

の
�
目
的
�
は
「
自
分
た
ち
の

共
通
す
る
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
な
ニ
ー
ズ
と
願
い
を
か

な
え
る
こ
と
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
営
利
企
業
は
「
利
潤
追
求

に
よ
っ
て
資
本
自
体
の
増
大
を
図
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。

協
同
組
合
の
�
手
段
�
は
「
一
人
一
人
が
平
等
の
権
限
に
基
づ

き
、
共
同
で
所
有
し
、
民
主
的
に
管
理
す
る
事
業
体
」
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
営
利
企
業
は
「
資
本
の
所
有
割
合
に
応
じ
た
権
限
に

基
づ
き
、
所
有
・
管
理
す
る
企
業
」
で
あ
り
、
両
者
は
本
質
的
に

異
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
こ
の
よ
う
な
協
同
組
合
の
一
翼
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
協

同
組
合
の
国
際
的
基
準
と
わ
が
国
の
農
協
法
や
関
連
法
を
遵
守
し

て
、
組
合
員
が
主
体
と
し
て
結
集
し
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
協
同
組
合
ら
し
い
事
業
体
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
一
日
に
開
催
さ
れ

た
第
二
六
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
の
議
案
書
（『
次
代
へ
つ
な
ぐ
協
同

〜
協
同
組
合
の
力
で
農
業
と
地
域
を
豊
に
〜
』）
を
中
心
に
、
協

同
組
合
と
し
て
の
Ｊ
Ａ
の
現
段
階
的
特
質
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

同
議
案
報
告
書
で
は
、
最
初
に
�
Ｊ
Ａ
綱
領
―
わ
た
し
た
ち
Ｊ

Ａ
が
め
ざ
す
も
の
ー
�
と
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
�（
二
一
世
紀
の
）
協
同
組

合
原
則
�
が
盛
り
込
ま
れ
、
さ
ら
に
�
大
会
議
案
の
全
体
像
�
と

�
実
践
指
針
�
が
明
示
さ
れ
、
協
同
組
合
の
国
際
基
準
を
土
台
と

し
て
全
体
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
点
が
評
価
で
き
ま
す
。

大
会
議
案
の
全
体
像
で
は
、
情
勢
認
識
と
し
て
東
日
本
大
震

第３表 協同組合の定義と営利企業の特徴

注：「２１世紀の協同組合原則（定義・価値・原則）」はICA総会で１９９５年に決定され、本表はそのうち協同組合
の定義の骨子とともに営利企業の特徴を筆者が作成し併記している。

������������������������� ＪＡ運動はどうあるべきか

２４



JA
JA JA

JA

JA
JA

災
、
行
き
過
ぎ
た
市
場
原
理
主
義
、
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
日

本
、
食
料
不
安
の
高
ま
り
に
つ
い
て
言
及
し
、
主
題
を
�
協
同
組

合
の
力
で
農
業
と
地
域
を
豊
に
す
る
「
次
代
へ
つ
な
ぐ
協
同
」�

と
し
、
主
題
の
二
本
柱
と
し
て
①
「
地
域
で
お
ぎ
な
い
あ
い
、
外

と
つ
な
が
り
あ
う
新
た
な
協
同
」、②
「
支
店
を
核
に
、
組
合
員
・

地
域
の
課
題
に
向
き
あ
う
協
同
」
と
い
う
組
合
員
参
画
型
の
Ｊ
Ａ

運
動
の
方
向
付
け
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
め
ざ
す
姿
（
一
〇
年
後
）
と
し
て
、�
①
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
（
消
費
者
の
信
頼
に
こ
た
え
、
安
心
な
国
産
農
畜
産

物
を
持
続
的
・
安
定
的
に
供
給
で
き
る
地
域
農
業
を
支
え
、
農
業

所
得
の
向
上
を
支
え
る
姿
）�、②
�
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
の
実
現
（
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一

翼
を
担
い
、
協
同
の
力
で
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
る
姿
）�、③
�
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮

（
次
世
代
と
と
も
に
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
」
と
し
て
、
存
立
し
て
い
る
姿
�）
を
明
示
し
、
地
域

農
業
の
姿
、
地
域
社
会
の
姿
、
さ
ら
に
協
同
組
合
と
し
て
の
Ｊ
Ａ

の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

一
〇
年
後
の
め
ざ
す
姿
の
実
現
の
た
め
、
今
後
三
年
間
の
中
期

的
戦
略
と
し
て
は
、
①
「
Ｊ
Ａ
地
域
農
業
戦
略
」、②
「
Ｊ
Ａ
地
域

く
ら
し
戦
略
（
将
来
的
な
脱
原
発
に
向
け
た
循
環
型
社
会
へ
の
取

組
み
の
実
践
を
含
む
）」、③
「
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
戦
略
（
国
民
理
解

の
醸
成
に
向
け
た
広
報
活
動
を
含
む
）」
と
い
う
三
本
柱
も
注
目

第４表 第２６回JA全国大会議案における実践指針

資料：『次代へつなぐ協同 ～協同組合の力で農業と地域を豊に～』全国農業協同組合中央会、平成２４年１０月。
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さ
れ
ま
す
が
、
と
く
に
「
将
来
的
な
脱
原
発
に
向
け
た
循
環
型
社

会
へ
の
取
組
み
の
実
践
」
を
明
示
し
て
い
る
点
は
、
一
般
の
人
び

と
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
評
価
で
き
ま
す
。

�
実
践
指
針
�
は

第
４
表
の
よ
う
に
、「
�
�
持
続
可
能
な
農
業

の
実
現
」
の
項
で
は
、「
次
代
へ
つ
な
ぐ
Ｊ
Ａ
地
域
農
業
戦
略
」
の

実
践
を
中
核
に
、�
新
た
な
担
い
手
づ
く
り
�、�
担
い
手
経
営
体
�、

�
多
様
な
担
い
手
�
と
い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
の
担
い
手
づ
く
り
の

た
め
の
農
地
活
用
、
生
産
販
売
戦
略
の
方
向
付
け
と
食
の
安
全
対

策
な
ど
を
明
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
を
結
集
し

て
先
導
す
る
形
で
緊
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
高
齢
農
業
者
の

大
量
リ
タ
イ
ア
ー
期
を
目
前
に
し
て
お
り
一
〇
年
後
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
は
農
家
戸
数
の
三
割
（
七
九
万
戸
）
の
離
農
、
耕

地
面
積
の
二
割
（
九
三
万
戸
）
の
流
動
化
、
受
け
手
不
足
に
よ
る

耕
作
放
棄
の
増
加
・
農
業
生
産
の
脆
弱
化
な
ど
の
客
観
的
認
識
の

共
有
化
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
次
代
に
つ
な
ぐ
戦
略
的

取
組
み
を
全
国
で
八
、
七
六
〇
ヵ
所
あ
る
Ｊ
Ａ
支
店
管
内
（
一
Ｊ

Ａ
支
店
当
た
り
正
組
合
員
五
四
五
人
、
准
組
合
員
五
四
八
人
に
相

当
す
る
ほ
ぼ
旧
市
町
村
単
位
）
か
ら
地
域
特
性
を
活
か
し
た
内
発

的
な
仕
組
み
づ
く
り
、
さ
ら
に
組
合
員
等
の
参
画
型
方
策
を
提
示

し
て
お
り
、
高
く
評
価
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
二
〇
一
二
国
際
協
同
組
合
年
を
迎
え
て
、
Ｊ
Ａ
と
生

協
等
の
異
種
協
同
組
合
間
の
農
産
物
産
直
事
業
と
交
流
活
動
の
活

発
化
の
戦
略
的
方
向
付
け
が
や
や
不
十
分
で
あ
り
、
こ
の
方
策
の

優
先
順
位
を
高
め
れ
ば
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
地
域
で
お

ぎ
な
い
あ
い
、
外
と
つ
な
が
り
あ
う
新
た
な
協
同
」
の
展
望
が
内

向
き
で
な
く
外
延
的
に
広
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
�
。

「
�
�
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
」
の
項
で
は
、

�
①
子
ど
も
と
同
居
し
な
い
六
五
歳
以
上
の
世
帯
が
五
四
％
、
②

高
齢
者
の
不
便
・
不
安
は
、
日
常
的
な
買
い
物
や
病
院
等
の
通
院

で
発
生
、
③
高
齢
者
が
多
い
集
落
・
中
山
間
地
の
集
落
ほ
ど
、
機

能
維
持
が
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
環
境
変
化
の
実
態
と
一

〇
年
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
①
収
支
構
造
の
悪
化
に
よ

り
、
Ｊ
Ａ
く
ら
し
活
動
・
生
活
関
連
事
業
が
縮
小
、
②
第
一
世
代

正
組
合
員
の
世
代
交
代
（
組
合
員
一
六
％
減
）、③
世
代
交
代
等
に

よ
る
貯
金
流
出
（
一
〇
兆
円
超
）、共
済
保
有
契
約
者
数
の
減
少

（
一
、
五
五
七
万
人→

一
、
三
〇
七
万
人
、
す
な
わ
ち
二
五
〇
万

人
・
一
六
％
減
）
と
い
う
客
観
的
認
識
の
共
有
化
を
強
調
し
、（
地

域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
翼
を
担
う
Ｊ
Ａ
の
総
合
機
能
の
実

践
）�
を
中
核
に
、�
Ｊ
Ａ
支
店
を
拠
点
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
地
域
く
ら
し
戦
略
の
実
践
（
Ｊ
Ａ
健
康
寿

命
一
〇
〇
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
高
齢
者
福
祉
、
地
域
ケ
ア
会
議
等

を
包
含
し
た
Ｊ
Ａ
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
含
む
）�
に
つ

い
て
Ｊ
Ａ
支
店
等
を
拠
点
に
�
く
ら
し
の
活
動
�
と
�
Ｊ
Ａ
事
業

（
生
活
・
信
用
・
共
済
・
介
護
施
設
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
等
）�
を
連
携
し
て
、
総
合
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
組
合
員
を

結
集
し
て
先
導
す
る
形
で
実
践
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、
評
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価
で
き
ま
す
。

�
将
来
的
な
脱
原
発
に
向
け
た
循
環
型
社
会
へ
の
取
組
み
の
実

践
�
に
つ
い
て
は
、「
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
に
よ
り
、

原
子
力
発
電
は
、
安
全
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
放
射
能
汚
染
は
、
風
評

被
害
と
あ
わ
せ
て
、
日
本
中
の
農
林
水
産
業
に
多
大
な
被
害
を
与

え
続
け
て
い
ま
す
。」
と
今
後
長
期
に
わ
た
る
深
刻
な
実
態
を
強

調
し
、�
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
振
興
と
地
域
循
環
型
社
会
の
確

立
の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
・
小
水
力
等
に
よ

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用
等
）
の
利

用
促
進
、地
球
温
暖
化
等
環
境
問
題
へ
の
取
組
み（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

に
つ
い
て
、
各
Ｊ
Ａ
・
地
域
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
取
組

み
を
地
域
か
ら
広
げ
る
�
点
を
明
示
し
て
お
り
、
高
く
評
価
で
き

ま
す
。

「
�
�
経
営
基
盤
強
化
」
の
項
で
は
、�
地
域
に
即
し
た
Ｊ
Ａ
経
営

基
盤
戦
略
の
実
践
�
を
中
核
に
し
て
、�
協
同
組
合
と
し
て
の
意
識

改
革
と
人
材
育
成
の
実
践
�（
Ｊ
Ａ
理
念
の
浸
透
と
国
際
協
同
組
合

年
を
契
機
と
し
た
「
人
づ
く
り
」、活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
、
経
営

者
層
の
自
己
啓
発
・
役
員
教
育
の
強
化
、
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮

す
る
人
材
育
成
等
）、�
次
代
へ
つ
な
ぐ
組
織
基
盤
強
化
・
組
織
活

動
支
援
の
実
践
�（
日
常
の
事
業
・
組
織
活
動
や
教
育
文
化
活
動
な

ど
を
通
じ
た
組
合
員
学
習
、
担
い
手
・
女
性
等
の
経
営
参
画
、
准

組
合
員
の
意
思
反
映
等
）、�
Ｊ
Ａ
経
営
の
健
全
性
向
上
の
実
践
�

�
Ｊ
Ａ
の
事
業
伸
長
を
支
え
る
各
事
業
の
実
践
�
等
を
明
示
し
て

お
り
、
注
目
さ
れ
ま
す
。

「
�
�
国
民
理
解
の
醸
成
」
で
は
、�
国
民
理
解
の
醸
成
に
向
け

た
Ｊ
Ａ
の
広
報
活
動
の
実
践
�（
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の

広
報
活
動
を
経
営
戦
略
と
位
置
付
け
、
組
合
員
第
二
世
代
・
准
組

合
員
・
地
域
住
民
へ
の
地
域
密
着
型
広
報
活
動
の
実
践
、
Ｊ
Ａ
支

店
等
を
拠
点
と
し
た
情
報
の
受
発
信
等
）、�
農
を
基
軸
と
し
た「
い

の
ち
・
く
ら
し
・
地
域
」
を
守
る
運
動
の
実
践
�（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
連
携
強
化
に
よ
る
国
民
運
動
の
強
化
、
国
際
協
同
組
合
年
を
契

機
と
し
た
協
同
組
合
組
織
等
と
の
連
携
）
を
明
示
し
て
お
り
、
注

目
さ
れ
ま
す
。

３
、
Ｊ
Ａ
運
動
の
展
開
方
向
と
そ
の
条
件
整
備
の
基

本
課
題

Ｊ
Ａ
運
動
の
展
開
方
向
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
第
二
六
回
Ｊ
Ａ

全
国
大
会
の
議
案
書
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
�
大
会
議
案
の
全
体

像
�
と�
実
践
指
針
�は
、
全
国
・
都
道
府
県
段
階
の
Ｊ
Ａ
連
合
組

織
と
単
位
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
・
組
合
員
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
地
域

特
性
と
具
体
的
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
各
中
期
計
画
と
年
度
計

画
の
策
定
に
効
果
的
に
利
活
用
さ
れ
る
べ
き
待
っ
た
な
し
の
大
転

換
期
を
迎
え
て
お
り
、
各
Ｊ
Ａ
ト
ッ
プ
の
創
造
力
た
く
ま
し
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
内
外
の
協
同

組
合
、
さ
ら
に
市
民
、
営
利
企
業
、
政
府
・
自
治
体
・
マ
ス
コ
ミ
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等
に
は
地
域
発
の
内
発
的
な
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
と
成
果
・
困
難
な

諸
課
題
を
発
信
し
、
連
携
や
支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
な
各
Ｊ
Ａ

ト
ッ
プ
の
協
同
組
合
人
ら
し
い
誇
り
に
支
え
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
を
伴
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
全
体
的
な
評
価
の
上
で
、
こ
れ
を
進
化
さ
せ
な

が
ら
Ｊ
Ａ
運
動
を
展
開
す
る
方
向
は
、
第
一
に
、
協
同
組
合
セ
ク

タ
ー
の
運
動
発
展
の
一
環
に
Ｊ
Ａ
運
動
を
位
置
付
け
、
協
同
組
合

間
連
携
を
重
視
し
て
、
Ｊ
Ａ
運
動
を
発
展
さ
せ
る
戦
略
に
対
し
て

優
先
順
位
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
前
述
し
た
生
協
と
の
農
産
物
の
産
直
事
業
や
交

流
活
動
と
連
携
し
た
Ｊ
Ａ
の
事
業
活
動
と
の
双
方
向
的
拡
充
、
森

林
組
合
と
農
協
が
地
域
内
や
都
道
府
県
域
な
ど
で
連
携
し
た
森
林

・
農
業
・
水
・
観
光
資
源
の
複
合
的
利
活
用
と
就
業
機
会
の
拡
充

（
家
畜
飼
養
面
で
の
林
地
利
用
、
キ
ノ
コ
、
木
材
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
、
水
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
業
生
産
資
材
、
住

宅
用
木
材
、
農
林
産
物
の
高
付
加
価
値
化
と
直
売
所
の
協
同
開

設
、
農
林
家
民
宿
、
野
生
生
物
の
保
全
等
）、漁
協
と
農
協
が
連
携

し
た
地
域
食
文
化
活
動
と
そ
の
直
販
事
業
化
、
地
域
環
境
・
海
岸

保
全
の
振
興
な
ど
が
強
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
組
織
さ
れ
活
動
し
て
い
た

協
同
組
合
間
提
携
推
進
事
務
局
�
の
再
構
築
の
検
討
、
二
〇
一
二

年
国
際
協
同
組
合
年
全
国
実
行
委
員
会
の
継
承
的
発
展
（
名
称
の

見
直
し
を
含
む
）
の
検
討
、
協
同
組
合
憲
章
草
案
の
本
格
的
検
討

な
ど
が
今
後
の
戦
略
的
展
開
方
向
と
し
て
重
要
で
す
。
加
え
て
、

国
際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
最

低
一
名
の
職
員
を
募
集
し
継
続
的
に
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

派
遣
し
、
Ｊ
Ａ
運
動
を
含
め
日
本
の
協
同
組
合
運
動
の
情
報
発
信

力
を
高
め
、
一
方
で
世
界
の
協
同
組
合
運
動
の
情
報
受
信
力
を
高

め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
国
際
的
人
材
養
成
に
結
び
つ
け
る
こ
と
も

検
討
さ
れ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

第
二
に
、
農
協
法
第
一
条
の
目
的
に
は
、「
こ
の
法
律
は
、
農
業

者
の
協
同
組
織
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
力

の
増
進
及
び
農
業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
り
、
も

っ
て
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と

規
定
し
て
い
ま
す
が
、「
こ
の
法
律
は
、
農�

業�

者�

等�

の�

協�

同�

組�

織�

の�

発�

展�

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農�

業�

と�

農�

村�

社�

会�

の�

持�

続�

可�

能�

な�

発�

展�

及
び
農
業
者
等
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
り
、

も
っ
て
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

と
改
正
し
、
併
せ
て
農
協
の
模
範
定
款
例
を
見
直
し
、
各
Ｊ
Ａ
の

定
款
自
治
を
強
化
し
な
が
ら
、
各
Ｊ
Ａ
の
自
助
と
協
同
組
合
間
の

連
帯
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
協
法
第
三
条
第
一
項
に
は
、「
こ
の
法
律
に
お
い
て
『
農
業

者
』
と
は
、
農
民
又
は
農
業
を
営
む
法
人
（
そ
の
常
時
使
用
す
る

従
業
員
の
数
が
三
〇
〇
人
を
超
え
、
か
つ
、
そ
の
資
本
金
の
額
又

は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
を
超
え
る
法
人
を
除
く
。）
を
い
う
。」

と
規
定
し
、
同
条
第
二
項
に
は
「
こ
の
法
律
に
お
い
て
『
農
民
』

������������������������� ＪＡ運動はどうあるべきか
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と
は
、
自
ら
農
業
を
営
み
、
又
は
農
業
に
従
事
す
る
個
人
を
い

う
。」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
総
合
農
協
の
組
合
員
の
構
成
割
合
が
、
正
組
合
員
よ
り

も
准
組
合
員
が
全
体
の
過
半
数
を
超
え
る
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す

が
、
中
山
間
・
農
村
地
域
と
都
市
近
郊
地
域
、
北
海
道
地
域
等
で

の
実
情
は
大
き
く
異
な
り
、
一
方
で
農
村
部
や
都
市
部
に
お
い
て

も
大
量
の
団
塊
世
代
の
定
年
退
職
者
を
迎
え
る
な
か
で
、
人
び
と

の
市
民
農
園
、
農
業
体
験
農
園
、
定
年
帰
農
や
自
給
的
農
業
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
農
業
協
同
組
合
模
範
定
款
例
（
出
資

総
合
単
協
の
場
合
）
の
第
三
章
第
一
二
条
第
二
項
第
二
号
で
正
組

合
員
資
格
に
つ
い
て
「
一
年
の
う
ち
九
〇
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
個
人
で
あ
っ
て
、
…
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
が
、「
一
年
の
う
ち

三�

〇�

日�

以�

上�

農
業
に
従
事
す
る
個
人
で
あ
っ
て
、
…
」
と
見
直
す

こ
と
に
よ
り
、
各
総
合
農
協
の
定
款
の
見
直
し
の
契
機
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
全
国
農
協
中
央
会
は
こ
れ
を
優
先
し
て

取
組
む
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

同
時
に
、
神
奈
川
県
秦
野
市
農
協
の
よ
う
に
共
益
権
問
題
と
は

区
別
し
て
、
日
々
の
組
織
的
運
営
面
で
集
落
単
位
の
生
産
組
合
の

メ
ン
バ
ー
に
准
組
合
員
も
包
含
し
、
同
じ
組
合
員
と
し
て
協
同
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
Ｊ
Ａ

運
動
の
進
化
の
実
態
を
考
察
し
、
准
組
合
員
へ
の
部
分
的
限
定
的

な
共
益
権
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
�
。

第
三
に
、第
二
六
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
の
議
案
書
の
実
践
指
針（
第

３
表
）
に
つ
い
て
、
見
直
し
の
時
期
が
醸
成
さ
れ
れ
ば
、「
�
�
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
」
と
「
�
�
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
の
実
現
」
の
両
輪
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
「
�

�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
農
村
社
会
資
源
開
発
に
よ
る
新
規

就
業
機
会
の
実
現
」、「
�
�
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の

人
び
と
の
復
旧
・
復
興
の
継
続
的
支
援
」
の
二
つ
を
盛
り
込
み
、

明
示
さ
れ
て
い
る
「
�
�
経
営
基
盤
強
化
」、「
�
�
国
民
理
解
の

醸
成
」
を
含
む
の
六
本
柱
の
項
目
設
定
に
修
正
し
、
そ
れ
に
伴
う

戦
略
の
拡
充
が
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

本
稿
の
結
び
と
し
て
強
調
し
た
い
点
は
、
自
然
・
生
態
系
と
人

間
の
関
係
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
べ
き
文
明
的
大
転
換
期
に
お
い

て
、
日
本
の
総
合
農
協
モ
デ
ル
が
人
び
と
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に

韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
総
合
農
協
形
態
の
国
々

の
み
で
な
く
中
国
を
含
む
水
田
農
業
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
に

進
化
し
な
が
ら
広
が
る
潜
在
力
を
秘
め
て
お
り
、
そ
の
使
命
（
ミ

ッ
シ
ョ
ン
）
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
Ｊ
Ａ

支
店
（
旧
市
町
村
）
と
Ｊ
Ａ
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
組
合

員
の
運
営
参
加
と
事
業
活
動
参
加
の
両
軸
を
重
視
し
、
次
世
代
と

農
業
経
営
体
・
多
様
な
農
業
者
、
女
性
グ
ル
ー
プ
、
准
組
合
員
に

も
魅
力
あ
る
役
職
員
の
人
材
育
成
・
職
場
風
土
づ
く
り
と
組
合
員

の
教
育
文
化
活
動
を
強
化
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
高
度
化
、
及

び
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
リ
ー
ド
す
る
方
向
で
の
異
種
協
同
組
合
間
の

連
帯
力
の
発
揮
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＪＡ運動はどうあるべきか �������������������������
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注�

二
〇
一
二
国
際
協
同
組
合
年
全
国
実
行
委
員
会
代
表
の
内
橋
克
人
氏

が
米
国
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
教

授
の
弁
を
引
用
し
な
が
ら
「
世
界
経
済
を
破
綻
の
闇
に
連
れ
込
む
マ
ネ

ー
と
そ
の
操
り
手
た
ち
。『
巨
大
金
融
資
本
（
家
）
は
壮
大
な
賭
け
事
に

成
功
す
れ
ば
、
巨
大
な
利
益
を
独
り
占
め
に
し
、
失
敗
し
て
損
失
が
出

れ
ば
公
的
支
援
で
の
救
済
を
要
求
す
る
。
膨
大
な
ツ
ケ
（
帳
尻
）
は
い

つ
も
弱
者
に
回
る
。』
と
。
い
ま
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
平
均
所

得
の
中
位
以
下
の
個
人
所
得
の
合
計
に
相
当
す
る
巨
富
を
、
わ
ず
か
四

〇
〇
人
の
超
富
裕
者
ら
が
わ
し
づ
か
み
に
し
て
い
る
。」（「
農
業
協
同
組

合
新
聞
」
平
成
二
四
年
一
〇
月
一
〇
日
号
）
と
い
う
異
常
な
グ
ロ
ー
バ

ル
資
本
主
義
の
実
態
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

�
日
本
協
同
組
合
学
会
訳
編
『
二
一
世
紀
の
協
同
組
合
原
則
〜
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
声
明
と
宣
言
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

九
一
〜
九
三
頁
。

�
二
〇
一
〇
年
現
在
、
世
界
の
飢
餓
人
口
（
身
長
に
対
し
て
妥
当
と
さ
れ

る
最
低
限
の
体
重
を
維
持
し
、
軽
度
の
活
動
を
行
う
の
に
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
〔
カ
ロ
リ
ー
数
〕
を
摂
取
で
き
な
い
状
態
の
人
び
と
）
が
九
億

二
、
五
〇
〇
万
人
と
世
界
人
口
の
一
三
・
四
％
と
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
Ｗ
Ｆ
Ｐ
は

推
定
値
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

�
二
〇
〇
九
年
度
の
飼
料
米
の
作
付
面
積
は
四
、
一
二
九
ｈ
ａ
、
飼
料
稲

は
一
〇
、
三
〇
六
ｈ
ａ
で
あ
り
、
日
本
の
飼
料
米
の
六
四
・
八
％
、
飼

料
稲
の
五
・
四
％
を
生
協
の
事
業
が
支
え
て
お
り
（
農
林
水
産
省
の
調

べ
）、生
協
の
二
〇
一
〇
年
度
の
産
直
産
地
と
の
交
流
実
績
・
産
地
へ
訪

れ
た
企
画
数
四
、
七
九
一
回
・
産
地
へ
の
訪
問
者
一
三
五
、
一
八
四
人
、

生
協
産
直
の
供
給
高
合
計
二
、
七
五
六
億
円（
う
ち
青
果
三
六
・
三
％
。

畜
産
二
一
・
七
％
、
牛
乳
一
〇
・
九
％
、
卵
八
・
五
％
、
米
一
七
・
二

％
、
水
産
五
・
二
％
、
そ
の
他
〇
・
三
％
）
で
あ
る
実
態
も
評
価
さ
れ

て
良
い
で
し
ょ
う
（
資
料：

『
全
国
生
協
産
直
レ
ポ
ー
ト
二
〇
一
二
』

日
本
生
協
連

二
〇
一
二
年
）。

�
白
石
正
彦
「
第
三
章
第
八
節

高
度
成
長
期
下
の
産
直
・
協
同
組
合
間

提
携
」『
新
・
農
業
協
同
組
合
制
度
史
１
』（
財
）
協
同
組
合
経
営
研
究

所
、
平
成
八
年
。
白
石
正
彦
「
低
成
長
・
金
融
効
率
化
の
も
と
で
の
産

直
・
協
同
組
合
間
提
携
」『
同
上

２
』
平
成
八
年
。
白
石
正
彦
「
産
直

・
協
同
組
合
間
提
携
」『
同
上

３
』
平
成
九
年
。

�
准
組
合
員
は
総
代
に
選
出
さ
れ
る
権
利
を
も
た
な
い
（
農
協
法
第
四
八

条
第
二
項
）
が
、
一
方
で
は
決
議
、
選
挙
ま
た
は
当
選
取
消
請
求
権
、

書
類
閲
覧
等
請
求
権
、
代
表
（
代
位
）
訴
訟
を
提
起
す
る
権
利
、
理
事

お
よ
び
精
算
人
の
違
法
行
為
差
止
請
求
権
、
総
会
決
議
取
消
ま
た
は
無

効
確
認
の
訴
を
提
起
す
る
権
利
、
設
立
無
効
の
訴
を
提
起
す
る
権
利
、

出
資
１
口
金
額
減
少
無
効
の
訴
え
を
提
起
す
る
権
利
、
合
併
無
効
の
訴

を
提
起
す
る
権
利
、
組
合
検
査
請
求
権
お
よ
び
行
政
庁
に
対
す
る
仮
理

事
等
の
選
出
請
求
権
ま
た
は
役
員
の
選
挙
も
し
く
は
選
任
の
た
め
の
総

会
の
招
集
請
求
権
も
、
正
組
合
員
の
み
な
ら
ず
准
組
合
員
に
も
認
め
ら

れ
て
い
る
権
利
で
す
の
で
、
現
行
の
農
協
法
は
准
組
合
員
に
共
益
権
を

制
限
し
て
例
外
的
に
付
与
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
べ
き
で
す
。
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9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

20
05

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12
.6

20
12
.7

20
12
.8

20
12
.9

１
、
高
騰
す
る
穀
物
価
格

七
月
に
入
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
干
ば
つ
地
域
は
急
拡
大
し
た
。

七
月
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
（
シ
カ
ゴ
、
期
近
価
格
）
は
、
史
上

初
め
て
ブ
ッ
シ
エ
ル
（
二
五
・
四
ｋ
ｇ
）
あ
た
り
七
ド
ル
台
（
七

・
七
七
ド
ル：

ト
ン
三
〇
六
ド
ル＝

二
万
四
、
四
七
二
円
�
）
に

急
謄
し
た
（
図
１
）。六
月
六
・
〇
三
ド
ル
か
ら
一
挙
に
二
二
％
上

昇
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
月
に
は
八
・
〇
四
ド
ル
（
ト
ン

三
一
七
ド
ル＝

二
万
五
、
三
二
二
円
）
に
達
し
、
九
月
第
二
週
に

お
い
て
も
、
七
・
七
八
ド
ル
（
ト
ン
三
〇
六
ド
ル＝

二
万
四
、
五

〇
〇
円
）
を
続
け
て
い
る
。
大
豆
・
小
麦
も
、
七
月
以
降
、
史
上

空
前
の
高
値
を
更
新
し
て
い
る
。

２
、
異
常
乾
燥
―
干
ば
つ
地
域：

七
月
に
急
拡
大
。

全
米
の
七
九
％
を
覆
う

六
月
一
三
日
に
ア
メ
リ
カ
農
務
省
が
発
表
し
た
今
（
二
〇
一

二
）
年
産
の
需

給
予
測
で
は
、

「
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
単
収
は
一

〇
・
五
四
ト
ン

／
�
、
生
産
量

三
億
七
、
五
〇

〇
万
ト
ン
」
で

あ
り
、
い
ず
れ

も
史
上
最
大
を

予
測
し
て
い

た
。
六
月
中
旬

時
点
で
は
、
ア

メ
リ
カ
農
務
省

は
、
干
ば
つ
の

影
響
を
考
慮
し

ア
メ
リ
カ
の
干
ば
つ
と
穀
価
高
騰
の
背
景

日
本
農
業
研
究
所
客
員
研
究
員

（図１）トウモロコシ・シカゴ価格（ドル／ブッシエル）
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て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
干
ば

つ
地
域
の
範
囲
を
無
視
し
得
る
程
度

の
範
囲
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
六

月
一
一
日
発
表
の
「
干
ば
つ
モ
ニ
タ

ー
」（U

S
D
ro
u
g
h
t
M
o
n
ito
r

）
に

お
い
て
も
、
作
物
生
産
に
悪
影
響
が

出
る
こ
と
が
確
実
な
「
極
度
の
干
ば

つ
・
例
外
的
な
干
ば
つ
」
地
域
は
、

全
米
の
三
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
（
表
１
）。

こ
の
事
態
が
七
月
に
入
っ
て
一
変

す
る
。
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
へ

と
高
温
・
乾
燥
状
態
（
熱
波
）
が
穀

作
地
域
で
あ
る
中
西
部
を
中
心
に
続

く
と
と
も
に
、
異
常
乾
燥
―
干
ば
つ

地
域
が
ア
メ
リ
カ
全
体
に
広
が
っ
た

の
で
あ
る
。
七
月
一
七
日
に
は
、「
深

刻
な
干
ば
つ
以
上
の
地
域
」
に
あ
る

耕
地
は
全
耕
地
の
三
九
％
、
同
地
域

の
農
場
は
三
三
％
に
及
ん
だ
�

。七
月

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
受
粉
期
で
あ

り
、
穀
粒
が
形
成
さ
れ
る
時
期
で
あ

る
。
干
ば
つ
地
域
の
急
拡
大
は
、
生

産
量
が
減
少
す
る
懸
念
を
生
み
、
こ
こ
か
ら
穀
物
価
格
の
高
騰
が

進
ん
だ
の
で
あ
る
。

九
月
一
一
日
の
「
干
ば
つ
モ
ニ
タ
ー
」
に
よ
れ
ば
、「
異
常
乾
燥

（
干
ば
つ
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
異
常
な
乾
燥
状
態
）
―
干
ば

つ
地
域
」
は
ア
ラ
ス
カ
を
除
く
ア
メ
リ
カ
全
土
の
七
九
％
に
わ
た

り
、
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
農
場
の
六
二
％
が
存
在
す
る
（
前
掲
表

１
）。異
常
乾
燥
―
干
ば
つ
地
域
が
極
め
て
広
い
。
こ
れ
が
、
今
回

の
干
ば
つ
の
特
徴
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
九
月
一
一
日
時
点
で
「
深
刻
な
干
ば
つ
状
態
」
以
上

の
地
域
は
ア
メ
リ
カ
全
土
（
同
）
の
四
二
％
、
こ
の
地
域
に
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
耕
地
の
四
〇
％
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
単

収
の
減
少
が
確
実
な
「
極
度
の
干
ば
つ
・
例
外
的
な
干
ば
つ
」
地

域
は
全
米
の
二
一
％
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
表
１
）。

３
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省
の
一
二
年
産
予
測：

穀
物
生

産
の
減
少
は
比
較
的
に
少
な
い

�

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一
三
％
減

ア
メ
リ
カ
農
務
省
は
毎
月
、
当
年
産
を
中
心
と
す
る
需
給
予
測

を
発
表
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
新
し
い
九
月
一
二
日
発
表
の
一
二

年
産
に
つ
い
て
の
生
産
予
測
に
よ
れ
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

面
積
は
三
、
四
九
六
万
�
で
前
年
よ
り
も
四
％
増
、
単
収
七
・
八

ト
ン
／
�
は
同
一
七
％
減
、
生
産
量
は
二
億
七
、
二
五
〇
万
ト
ン

で
同
一
三
％
減
と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）。こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

（表１）干ばつ（１）の影響地域 （アラスカをのぞくアメリカ隣接国土における％）

注１） 乾燥－干ばつの程度：①異常な乾燥、②穏やかな干ばつ、③深刻な干ばつ、④極度の干ばつ、⑤例外
的干ばつ。厳しさ：①→⑤。注２）この地域に６２％の農場が存在。注３）この地域にトウモロコシと大
豆の４０％、肉牛の９４％が存在。

資料：US Drought Monitor, Sept．１１，２０１２，他。
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/

2011   9.3   100 3,360   100  31,390   100    9.6 
22012 7.8 83 3,496 104 27,250 87 6.5
2011   2.8   100 2,944   100   8,310   100    4.1 
2012 2.4 85 2,984 101 7,160 86 4.3
2011   3.0   100 1,828   100   5,440   100   33.3 
2012 3.2 106 1,952 107 6,170 113 28.6

/ha 
1983 5.3 28% 20.6 29% 10,600 49%
1988 5.4 29% 23.3 2% 12,520 31%
1993 6.4 23 25.2 12% 16,100 33%
1995 7.2 18% 26.1 10% 18,800 26%

は
、
収
穫
面
積
が
昨
年
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
。
収
穫
が

で
き
な
い
ほ
ど
打
撃
を
受
け
て
い
る
面
積
は
少
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
単
収
の
減
少
も
前
年
比
一
七
％

で
、
か
つ
て
の
干
ば
つ
時
の
単
収
減
少：

一
九
八
三
年
の

二
七
％
減
、
八
八
年
の
二
九
％
減
（
表
３
）
に
比
べ
、
そ

れ
ら
の
六－

七
割
く
ら
い
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
生
産
量
も
一
三
％
の
減
少
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
ま
で

の
干
ば
つ
年
の
生
産
減
少
（
八
三
年
四
九
％
減
、
八
八
年

三
一
％
減
）
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
ら
の
三
分
の
一
な
い
し

半
分
で
あ
る
。
干
ば
つ
に
よ
る
生
産
の
減
少
は
、
過
去
の

干
ば
つ
年
に
比
べ
れ
ば
、
比
較
的
に
少
な
い
と
言
っ
て
い

い
。�

大
豆：

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ほ
ぼ
同
様
の
一
四
％
減

大
豆
に
つ
い
て
の
予
測
は
、
収
穫
面
積
は
二
、
九
八
四

万
�（
前
年
よ
り
も
一
％
増
）、単
収
二
・
四
ト
ン
／
�（
同

一
五
％
減
）、生
産
量
七
、一
六
〇
万
ト
ン（
同
一
四
％
減：

前
掲
表
�
。
こ
こ
で
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
収
穫
面

積
が
増
大
し
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
中
心
的
な
生
産
地
帯＝

コ
ー

ン
ベ
ル
ト
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
は
輪
作
で
作
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
大
豆
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同
じ
気
象
条

件
下
に
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同
様
に
、
収
穫
が
で
き

な
い
ほ
ど
打
撃
を
受
け
て
い
る
大
豆
面
積
は
少
な
い
と
み

（表２）アメリカ：２０１２年産の穀物生産予測と前年との比較
（２０１２年９月１２日）

（表３）アメリカ：トウモロコシ・天候不順年の生産デ－タと前年との比較
（１９８３，１９８８，１９９３，１９９５）

資料：USDA, World Agricultural Supply and Demand Estimates, Sept．１２，２０１２

資料：USDA（アメリカ農務省），Agricultural Statistics，１９８５他。
注１）１９９５年は、トウモロコシの各生育段階において気象条件とミスマッチが重なった。
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( )( ) ( ) 9 8

2008    90    90    93.8 2008/09   9,420    31 
2009   110   105  109.4 2009/10  11,600    35 
2010   129.5   120  132.9 2010/11  12,750    40 
2011   139.5   126  139.5 2011/12  10,270    41 
2012   152   132  2012/13(2)  11,900    42 
2013   165.5   138     
2015   205   144     

ら
れ
る
。

単
収
減
一
五

％
が
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
場
合

（
一
七
％
減
）

よ
り
も
や
や
少

な
い
の
は
、
大

豆
の
生
育
に
と

っ
て
、
七
月
よ

り
も
八
月
の
雨

量
の
方
が
重
要

で
あ
り
、
八
月

に
入
っ
て
若
干

の
降
雨
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ

る
。
生
産
量
の

減
は
一
四
％
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

（
一
三
％
減
）

と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。

�

小
麦：

干
ば
つ
の
影
響

を
免
れ
る

冬
小
麦
（
秋
播
き：

カ
ン
ザ
ス
・
テ
キ
サ
ス
中
心
）
は
、
す
で

に
干
ば
つ
発
生
以
前
の
春
―
初
夏
（
六
月
）
に
収
穫
が
終
わ
っ
て

い
る
。
春
小
麦
（
春
播
き
↓
秋
収
穫
）
の
生
産
地
帯＝

中
西
部
―

西
部
の
北
部
地
域
に
お
い
て
は
、
干
ば
つ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
小
麦
の
収
穫
面
積
は
前
年
よ
り
も
七
％
多
い

一
、
九
五
二
万
�
、
単
収
も
同
六
％
増
の
三
・
二
ト
ン
、
生
産
量

は
一
三
％
増
の
六
、一
七
〇
万
ト
ン
と
さ
れ
て
い
る（
前
掲
表
２
）。

�

牧
草：

一
九
五
三
年
以
来
の
最
低
水
準

ア
メ
リ
カ
農
務
省
の
需
給
予
測
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
も

っ
と
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
の
が
、
粗
飼
料
―
牧
草
生
産
で
あ

る
。
牧
草
は
畜
産
（
肉
牛
肥
育
、
酪
農
な
ど
）
に
欠
か
せ
な
い
。

今
年
の
牧
草
生
産
は
、
一
九
五
三
年
以
来
の
最
低
水
準
に
な
る
と

さ
れ
、
牧
草
価
格
は
前
年
の
二
―
三
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。
干
ば

つ
地
域
が
極
め
て
広
い
と
い
う
事
態
が
、
牧
草
生
産
の
大
幅
減
少

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
穀
価
の
上
昇
↓
飼
料
価
格
の
高

騰
と
粗
飼
料
―
牧
草
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
畜
産
経
営
者
が
も

っ
と
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

�

広
い
干
ば
つ
地
域
、
比
較
的
少
な
い
生
産
の
減
少

こ
の
よ
う
に
、
今
年
の
ア
メ
リ
カ
の
干
ば
つ
の
特
徴
は
、
①
異

常
乾
燥
―
干
ば
つ
地
域
が
極
め
て
広
い
。
②
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
中
心
穀
物：

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
生
産
量
の
減
少
（
一

三
％
減
、
一
四
％
減
）
が
過
去
の
干
ば
つ
（
熱
波
）
年
に
比
べ
、

（表４）再生燃料使用義務量・エタノ－ル向けトウモロコシ使用量

注１）１ガロン＝３．８リットル。
注２）予測（２０１２年９月時点）。
資料：アメリカEIA, RFA,USDA.
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比
較
的
に
少
な
い
点
に
あ
る
。

４
、
無
耕
法
と
耐
干
性
品
種
の
普
及

で
は
、
何
故
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
豆
の
単
収
と
生
産
量
の
減

少
が
比
較
的
に
少
な
く
す
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
農
業
は
、
四
―
五
年
に
一
度
は
干
ば
つ
（
熱
波
）
に

見
舞
わ
れ
る
。
そ
の
干
ば
つ
に
一
定
の
対
応
力
を
持
つ
農
法＝

無

耕
法
（N

o
T
ill：

不
耕
起
栽
培
）
が
普
及
し
、
干
ば
つ
に
耐
性

を
持
つ
品
種
改
良
が
さ
ら
に
進
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
る
。

無
耕
法
と
は
、�
穀
作
物
の
収
穫
後
、
そ
の
茎
な
ど
を
そ
の
ま
ま

残
し
、
耕
作
を
せ
ず
、
翌
春
、
播
種
を
行
う
�
と
い
う
方
式
で
あ

る
。
茎
な
ど
を
残
す
の
は
土
地
を
被
覆
し
て
土
壌
水
分
を
保
全
す

る
た
め
で
あ
り
、
耕
作
を
し
な
い
の
は
掘
り
返
し
に
よ
る
土
壌
水

分
の
発
散
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
土
壌
湿
度（
水

分
）
の
保
全
を
図
り
、
少
雨
・
干
ば
つ
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
導
入
が
始
ま
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
穀
作
農
場
が
こ
の
農
法
を
用
い
て
い
る
。

品
種
改
良
は
、
パ
イ
オ
ニ
ア
―
モ
ン
サ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
精
密
農
法
（
農
場
マ
ッ
プ
の
作
成
を
基
に
、
施
肥
な

ど
を
必
要
な
個
所
に
的
確
に
行
う
）
の
導
入
に
よ
り
、
農
場
全
体

の
作
物
育
成
力
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
単
収
の
維
持
に
貢

献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

５
、
生
産
減
が
少
な
い
な
か
で
、
何
故
、
価
格
の
高

騰
が
発
生
し
た
か

�

基
本
背
景：

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
大
量
使
用
に

よ
る
需
給
の
タ
イ
ト
化

価
格
の
最
高
騰
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら

再
生
燃
料
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
使
用
義
務
量
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量
の
三
―
四
割
が
毎
年
エ
タ
ノ
ー
ル

使
用
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
さ
れ
た
こ
と
（
表
４
）、そ
の
結
果
、
穀
物
需

給
が
食
料
需
給
か
ら
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
変
化
し
て
穀
物

需
給
が
構
造
的
に
ひ
っ
迫
し
、
価
格
の
高
騰
状
態
（＝

在
庫
の
低

水
準
状
態
）
が
続
い
て
き
た
こ
と
、
そ
の
も
と
で
、
今
年
の
干
ば

つ
に
よ
る
生
産
減
（
一
三
％
減
）
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

基
本
背
景
は
、
再
生
燃
料
使
用
義
務
量
に
支
え
ら
れ
た
大
量
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
使
用
↓
そ
れ
に
基
づ
く
穀
物

需
給
の
構
造
的
な
タ
イ
ト
化
で
あ
り
、
そ
こ
に
干
ば
つ
に
よ
る
生

産
減
が
重
な
っ
て
価
格
の
最
高
騰
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

�

再
生
燃
料
使
用
義
務
量
の
拡
大

再
生
燃
料
使
用
義
務
量
（
Ｒ
Ｆ
Ｓ
）
と
い
う
の
は
、
毎
年
一
定

量
の
再
生
燃
料
（
中
心
は
エ
タ
ノ
ー
ル
）
を
ガ
ソ
リ
ン
に
混
入
し

て
用
い
る
こ
と
を
、
ガ
ソ
リ
ン
流
通
業
者＝

給
油
会
社
に
義
務
付

け
た
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
社
会
全
体
で
使
用
す
べ
き
再
生
燃

料
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
の
量
を
、
こ
う
し
た
形
で
設
定
し
た
わ
け
で

������������������������������������

���������������������������������������������������
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あ
る
。
再
生
燃
料
使
用
義
務
量
は
、
二
〇
〇
五
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
法
に
お
い
て
導
入
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
・
保

障
法
に
お
い
て
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
の
義
務
量
は

二
〇
〇
五
年
法
の
六
八
億
ガ
ロ
ン
か
ら
一
三
〇
億
ガ
ロ
ン
（
エ
タ

ノ
ー
ル
一
二
〇
億
ガ
ロ
ン
）
へ
、
二
〇
一
二
年
の
義
務
量
は
〇
五

年
法
の
七
五
億
ガ
ロ
ン
か
ら
一
五
二
億
ガ
ロ
ン
（
同
一
三
二
億
ガ

ロ
ン
）
へ
と
倍
増
さ
れ
た
。

�

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
の
激
増
と
価
格
高
騰

の
構
造
化

再
生
燃
料
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
使
用
義
務
量
は
、
そ
の
義
務
量
に

あ
た
る
エ
タ
ノ
ー
ル
等
の
消
費
が
政
府
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
。再
生
燃
料
使
用
義
務
量
の
年
年
の
増
大（
前

掲
表
４
）
を
基
礎
に
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
の
増
設
が
進
み
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
使
用
は
〇
四
／
〇
五
年
度
三
、
一
二

〇
万
ト
ン
か
ら
〇
八
／
〇
九
年
度
九
、
四
〇
〇
万
ト
ン
へ
と
激
増

し
て
い
っ
た
。

こ
れ
が
主
因
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
後
半
か
ら
二
〇
〇
八
年

に
か
け
て
穀
物
需
給
が
ひ
っ
迫
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
穀
物
価
格

が
高
騰
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
図
１
）。そ
の
急
騰
し
た
価
格
は
、

金
融
危
機
の
も
と
で
〇
九
年
に
い
っ
た
ん
下
が
る
が
、
二
〇
一
〇

年
に
再
上
昇
に
転
じ
、
昨
（
二
〇
一
一
）
年
に
は
〇
八
年
を
上
回

る
六
・
三
八
ド
ル
を
記
録
し
て
い
た
。
〇
八
年
以
降
、
穀
物
価
格

の
高
騰
状
態
が
基
本
的
に
続
い
て
き
た
（
構
造
化
し
て
い
た
）
と

い
っ
て
い
い
。

そ
の
結
果
、
在
庫
水
準
も
極
め
て
低
い
状
態
に
陥
り
、
二
〇
一

〇
／
一
一
年
度
と
二
〇
一
一
／
一
二
年
度
平
均
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

在
庫
率
は
九
・
一
％
に
低
下
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
も

と
で
、
今
年
、
ア
メ
リ
カ
で
干
ば
つ
が
発
生
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

―
穀
物
価
格
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
水
準
に
高
騰
し
た
わ
け
で

あ
る
。

６
、
被
害
者
は
畜
産
農
場
・
畜
産
業
者
と
消
費
者

ア
メ
リ
カ
の
穀
作
物
面
積
の
八
割
以
上
は
作
物
保
険
に
入
っ
て

い
る
か
ら
、
主
要
穀
作
物
へ
の
打
撃
は
、
基
本
的
に
保
険
で
カ
バ

ー
さ
れ
る
。
ま
た
、
穀
価
が
高
騰
し
て
い
る
か
ら
、
価
格
の
面
か

ら
も
、
生
産
量
の
減
少
は
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

被
害
を
受
け
る
の
は
、
穀
物
価
格
・
牧
草
価
格
の
高
騰
を
飼
料

価
格
の
高
騰
と
し
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
畜
産
生
産
者

（
小
牛
生
産
者
、
飼
料
を
購
入
す
る
肉
牛
・
肉
豚
・
食
鳥
、
牛
乳

の
生
産
者
）
と
大
量
に
飼
料
を
購
入
す
る
畜
産
業
者
で
あ
る
。

飼
料
価
格
の
高
騰
は
、
日
本
の
生
産
者
に
も
及
ん
で
い
る
。
一

〇
―
一
二
月
期
の
日
本
の
配
合
飼
料
価
格
は
、
〇
八
年
七
―
九
月

期
に
次
ぐ
史
上
三
番
目
の
高
水
準
に
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
打
撃
は
消
費
者
に
も
及
ぶ
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
穀
作

物
価
格
の
上
昇
は
、
そ
れ
を
原
料
と
し
て
用
い
る
食
品
の
小
売
価

格
を
、
上
昇
分
の
一
四
―
一
五
％
上
昇
さ
せ
る
、
と
さ
れ
て
い
る

������������������������������������

���������������������������������������������������
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か
ら
で
あ
る
。

７
、
問
わ
れ
る
再
生
燃
料
使
用
義
務
量
の
中
止
・
修
正

こ
う
し
た
事
態
の
中
で
、
七
州
（
テ
キ
サ
ス
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ

コ
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
デ
ラ
ウ
エ
ア
、
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
）
の
知
事
は
、
再
生
燃
料
使
用
義

務
量
を
一
年
間
（
二
〇
一
三
年
）
中
止
す
る
こ
と
を
環
境
保
護
庁

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
要
請
し
た
。
同
様
の
要
請
を
、
ア
メ
リ
カ
の
一
五

六
名
の
下
院
議
員
と
三
四
名
の
上
院
議
員
が
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
知
事
は
、
使
用
義
務
量
の
削
減
を
要
請
し
て

い
る
。
〇
八
年
の
価
格
高
騰
時
に
お
い
て
同
様
の
要
請
を
行
っ
た

の
は
、
テ
キ
サ
ス
州
知
事
の
み
で
あ
っ
た
。
今
回
の
価
格
上
昇
が

か
っ
て
な
い
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
、
八
州
に
及
ぶ
知
事
の

再
生
燃
料
使
用
義
務
量
の
中
止
・
修
正
要
請
の
背
景
に
あ
る
と
言

え
よ
う
。

再
生
燃
料
使
用
義
務
量
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

量
の
四
割
を
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
強
制
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
強
制
が
無
い
な
か
で
（
ガ
ソ
リ
ン
価
格

と
エ
タ
ノ
ー
ル
価
格
と
の
関
係
に
お
い
て
）、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
エ

タ
ノ
ー
ル
生
産
に
用
い
ら
れ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
。
だ
が
、
本

来
、
食
料
・
飼
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
四

割
を
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
た
め
に
、
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
に
用
い
る
こ
と
を
義
務
化
す
る
こ
と
は
、
穀
物
―
食
料
需
給

の
あ
り
か
た
を
著
し
く
歪
め
る
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
環
境
保
護
庁
は
、
一
一
月
末
ま
で
に
、
来
年
度
の
具

体
的
な
再
生
燃
料
使
用
義
務
量
を
決
定
し
、
提
示
す
る
。
そ
こ
に

お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
八
州
の
州
知
事
、
一
九
〇
名
の
議
員
の
要
請

が
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
。

注
�

一
ド
ル＝

八
〇
円
。
以
下
同
じ
。

注
�

U
.S
D
rou
g
h
t
M
on
itor,

Ju
ly
1
7
,2
0
1
2
.

（
二
〇
一
二
年
九
月
二
五
日
）
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１
、
協
同
組
合
原
則
に
起
因
す
る
弱
さ
へ
の
対
処

出
資
額
に
関
係
な
く
総
会
等
で
一
人
一
票
、
加
入
脱
退
の
自

由
、
加
入
す
れ
ば
同
等
の
権
利
、
の
組
合
原
則
は
米
国
で
も
消
費

者
生
協
な
ど
適
用
し
て
い
る
が
、
農
協
は
異
な
る
。
出
荷
額
に
準

じ
た
投
票
力
で
、
加
入
は
自
由
だ
が
す
ぐ
に
は
同
等
の
権
利
を
与

え
な
い
。
ま
た
全
量
出
荷
義
務
が
普
通
で
あ
る
。

米
国
は
専
門
農
協
が
特
徴
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
現
在
二
七
〇

〇
弱
の
農
協
は
約
半
分
が
販
売
農
協
、
あ
と
は
資
材
農
協
で
あ

る
。「
農
務
省
筋
や
農
業
経
済
学
者
に
制
限
派
が
多
い
の
は
農
業
販

売
組
合
…
の
加
入
制
限
の
状
況
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」

と
堀
越
芳
昭
氏
（「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
協
同
組
合
原
則
論
の
展

開
・
下
」
一
九
九
七
年
）
は
述
べ
て
い
る
が
、
株
式
会
社
に
比
し

資
本
の
不
安
定
性
を
持
つ
組
合
の
対
抗
策
で
あ
る
。
国
際
会
計
基

準
で
負
債
と
さ
れ
た
出
資
金
は
資
本
と
の
反
論
も
な
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
組
合
脱
退
時
は
返
還
な
の
で
負
債
の
性
格
は
残

る
。
し
か
も
出
資
金
が
減
れ
ば
自
己
資
本
が
減
り
、
組
合
財
務
へ

の
信
頼
が
落
ち
て
さ
ら
な
る
不
安
が
起
き
る
。
経
営
が
不
調
で
株

を
売
却
す
る
株
主
は
い
て
も
、
組
合
と
違
っ
て
そ
れ
で
株
式
会
社

は
自
己
資
本
が
減
る
わ
け
で
は
な
い
。
株
価
は
下
が
る
が
財
務
に

直
接
的
打
撃
は
な
い
株
式
会
社
に
比
べ
、
組
合
の
資
本
の
安
定
性

は
低
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
農
協
の
シ
ェ
ア
は
米
国
で
も
高
い
の
に
巨
額
な
倒
産
が

出
て
、
学
者
の
間
で
は
農
協
悲
観
論
が
強
い
。
例
え
ば
農
協
を
強

化
す
る
た
め
の
利
益
の
内
部
留
保
・
再
投
資
案
に
は
、
高
齢
の
組

合
員
か
ら
は
配
当
金
に
回
せ
と
い
う
主
張
が
総
会
で
出
て
、
株
式

会
社
と
比
べ
長
期
投
資
が
手
控
え
ら
れ
や
す
い
と
い
っ
た
指
摘
な

ど
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。
だ
が
組
合
も
工
夫
し
て
い
る
。
農
協
が

苦
労
し
て
組
合
員
配
当
を
減
ら
し
長
期
投
資
で
成
果
を
得
た
場

合
、
そ
れ
を
見
た
う
え
で
組
合
に
加
入
し
成
果
を
得
よ
う
と
す
る

「
タ
ダ
乗
り
」
に
対
し
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
加
入
者
に
数
年
間
の

権
利
制
限
を
行
い
、
そ
れ
を
超
え
る
と
出
荷
に
応
じ
た
額
を
定
め

応
分
の
出
資
金
を
一
気
に
求
め
る
な
ど
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い

る
。
実
際
を
現
場
で
見
て
み
よ
う
。

２
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
米
農
協
の
現
実

協
同
組
合
原
則
と
米
国
で
の
修
正

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
の
今

第
５
回

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

早
稲
田
大
学
教
授

堀
口

健
治

同
大
学
院
博
士
後
期
課
程

軍
司

聖
詞

農村と都市をむすぶ２０１２．１１
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戦
前
来
の
Ｒ
Ｇ
Ａ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
米
生
産
者
農
協
）
は

二
〇
〇
〇
年
倒
産
し
八
〇
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
米
七
割
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
た
農
協
だ
が
、
輸
出
船
や
精
米
所
を

多
く
有
し
て
過
剰
投
資
に
苦
し
ん
だ
。
そ
れ
に
不
安
を
感
じ
た
組

合
員
が
次
々
と
脱
退
し
、
底
力
を
発
揮
で
き
ず
に
あ
っ
と
い
う
間

に
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
今
で
は
一
九
四
四
年
に
設
立

さ
れ
た
Ｆ
Ｒ
Ｃ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
米
販
売
農
協
）
が
シ
ェ
ア

の
二
五
％
を
確
保
し
、
民
間
の
精
米
業
者
と
競
い
な
が
ら
競
争
的

価
格
を
形
成
し
州
内
で
は
最
大
の
集
荷
・
精
米
の
仕
事
を
行
っ
て

い
る
。
七
〇
〇
人
強
の
組
合
員
（
農
業
従
事
は
約
四
〇
〇
人
）、販

売
額
二
・
六
億
ド
ル
、
総
資
産
額
一
億
ド
ル
弱
、
そ
の
三
分
の
一

に
あ
た
る
出
資
額
（
半
分
弱
の
不
分
割
分
を
含
む
）
は
一
人
当
た

り
二
〇
一
一
年
度
末
四
・
八
万
ド
ル
（
一
ド
ル
八
〇
円
で
三
八
一

万
円
）、日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
高
さ
で
あ
る
。
加
入
一
年
目
は

出
資
金
が
無
い
代
わ
り
に
投
票
権
も
な
く
、
二
年
目
は
出
荷
量
に

応
じ
た
投
票
権
と
一
〇
〇
ポ
ン
ド
当
た
り
六
セ
ン
ト
の
出
資
金
、

三
年
目
は
一
二
セ
ン
ト
、
そ
の
あ
と
は
平
均
出
荷
量
の
一
〇
〇
ポ

ン
ド
当
た
り
二
ド
ル
強
の
出
資
金
を
上
回
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、

投
票
権
も
出
荷
量
に
比
例
す
る
。
組
合
は
年
間
約
一
〇
億
ポ
ン
ド

（
四
五
万
ト
ン
）
を
販
売
す
る
の
で
、
こ
の
計
算
だ
と
要
求
さ
れ

る
出
資
額
は
計
二
二
五
〇
万
ド
ル
、
七
〇
〇
人
で
割
る
と
一
人
三

・
二
万
ド
ル
が
最
低
出
資
額
に
な
る
。
本
誌
の
第
三
回
で
紹
介
し

た
、
民
間
業
者
に
対
抗
す
る
農
協
の
意
義
を
説
く
ジ
ョ
ー
ジ
は
、

２０１１年冬に撮影したハイウェー１１３号（５号とつなげて米
街道と筆者は呼ぶ）沿いの倒産したRGAの巨大な精米所

カリフォルニア農業の今 第５回 ����������������������

３９



彼
と
亡
く
な
っ
た
奥
さ
ん
や
兄
弟
で
二
人
分
の
出
資
が
あ
り
、
し

か
も
一
人
六
・
五
万
ド
ル
な
の
で
最
低
出
資
額
の
二
倍
を
出
し
て

い
る
。

日
本
の
共
販
と
同
じ
く
、
受
託
し
一
年
か
け
て
高
値
を
求
め
販

売
す
る
プ
ー
リ
ン
グ
制
が
米
国
で
も
一
般
的
で
あ
る
。
現
在
の
総

出
資
額
は
三
・
三
千
万
ド
ル
、
う
ち
組
合
員
に
配
分
し
な
い
出
資

金
相
当
額
が
四
〇
％
あ
り
こ
れ
は
組
合
脱
退
で
も
返
さ
な
い
。
年

度
末
の
利
益
の
一
部
を
残
し
不
分
割
の
出
資
金
と
し
て
組
合
の
強

化
策
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

米
国
と
違
い
、
日
本
は
総
合
農
協
で
貯
金
を
主
体
と
し
た
負
債

を
も
と
に
預
け
資
産
も
大
き
く
、
出
資
金
の
割
合
は
低
い
。
し
か

も
自
己
資
本
と
し
て
内
部
留
保
を
増
や
し
て
き
て
い
る
の
で
出
資

金
の
ウ
ェ
イ
ト
は
日
本
で
は
低
い
。
総
合
サ
ー
ビ
ス
で
し
か
も
地

縁
的
性
格
の
農
協
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い

の
で
、
米
国
の
事
情
と
大
い
に
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３
、
日
本
の
農
協
に
み
る
自
己
資
本
の
強
さ
と
内
部
留

保
の
多
さ

手
元
で
見
て
い
る
農
水
省
の
総
合
農
協
統
計
表
が
や
や
古
い
の

だ
が
、
傾
向
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
こ
れ
を
利
用
し
よ
う
。
二

〇
〇
〇
年
代
末
の
全
国
の
農
協
の
資
産
は
七
八
・
七
兆
円
（
九
八

年
度：

以
下
同
じ
）
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
自
己
資
本
は
五
・

六
兆
円
あ
り
、
全
体
に
占
め
る
自
己
資
本
の
割
合
は
着
実
に
上
が

っ
て
い
る
。
八
〇
年
度
だ
と
資
産
は
三
三
・
五
兆
円
、
自
己
資
本

は
一
・
九
兆
円
だ
っ
た
か
ら
、
両
者
と
も
増
加
し
て
い
る
が
自
己

資
本
の
増
加
額
の
ほ
う
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
自
己
資
本
を
構
成
す
る
の
は
、
出
資
金
、
内
部
留
保（
特

別
積
立
金
、
法
定
準
備
金
、
資
本
積
立
金
、
再
評
価
積
立
金
、
再

評
価
差
額
金
、
配
当
控
除
後
の
未
処
分
剰
余
金
）
そ
し
て
諸
引
当

金
の
三
つ
の
合
計
だ
が
、
そ
れ
に
占
め
る
内
部
留
保
が
八
〇
年
は

三
割
な
の
に
九
八
年
は
五
割
を
超
え
て
い
る
。
農
協
は
地
方
銀
行

や
信
用
金
庫
と
比
べ
て
自
己
資
本
比
率
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、

自
己
資
本
に
占
め
る
内
部
留
保
が
厚
い
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
一

部
の
組
合
員
が
脱
退
し
て
も
自
己
資
本
へ
の
影
響
は
少
な
い
。
分

割
し
な
い
内
部
留
保
等
の
自
己
資
本
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

な
お
出
資
金
に
は
、
事
業
の
利
用
分
量
の
割
合
に
応
じ
て
配
当

し
た
剰
余
金
を
五
年
限
り
で
出
資
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
回
転
出

資
金
を
含
ん
で
い
る
。
日
本
の
農
協
法
の
規
定
で
あ
る
。

日
本
は
専
門
農
協
は
少
な
く
総
合
農
協
が
大
半
で
あ
り
、
世
界

的
に
は
特
異
で
あ
る
。
共
済
と
金
融
の
黒
字
で
指
導
・
購
売
の
赤

字
を
補
な
う
仕
組
み
は
う
ま
く
機
能
し
て
き
た
と
い
え
る
。
一

方
、
准
組
合
員
が
多
く
を
占
め
、
組
合
員
の
多
く
が
農
外
を
主
と

す
る
農
家
で
あ
る
。
農
業
を
専
門
と
す
る
組
合
か
、
地
域
を
主
と

す
る
協
同
組
合
か
、
今
後
の
展
開
の
性
格
が
問
わ
れ
る
段
階
に
あ

る
。
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編
集
後
記

国
連
が
定
め
た
国
際
協
同
組
合
年
の
今
年
、
協
同
組
合
事
業
を

手
が
け
る
世
界
各
国
の
事
業
団
体
・
組
織
が
様
々
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
る
と
い
う
。

国
内
で
も
「
協
同
組
合
」
を
冠
す
る
事
業
団
体
は
数
多
く
、
特

に
私
た
ち
に
と
っ
て
日
頃
か
ら
な
じ
み
深
い
生
活
協
同
組
合
や
全

労
済
・
労
働
金
庫
な
ど
も
国
際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
加

盟
し
て
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
個
々
で
は
弱
い
立
場
の
者
が
、

経
済
的
・
社
会
的
自
衛
の
た
め
に
結
束
し
て
大
き
な
力
を
持
つ
者

に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
働
く
場
で
は
労
働
組
合
が
、
生
活
の
場

で
は
協
同
組
合
な
ど
が
形
成
さ
れ
、
活
動
の
歴
史
を
通
し
て
今
日

が
あ
る
。

特
に
、
協
同
組
合
の
源
流
と
い
え
る
農
業
協
同
組
合
は
、
わ
が

国
の
食
料
・
農
業
を
規
定
す
る
存
在
と
し
て
そ
の
動
向
が
注
目
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
Ｊ
Ａ
の
第
２６
回
全
国
大
会
が
、「
次
代
へ
つ
な
ぐ

協
同
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
、
こ
こ
で
は
農
業

・
く
ら
し
・
経
営
の
三
戦
略
を
着
実
に
策
定
・
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
大
会
総
意
で
確
認
さ
れ
た
。
長
い
間
日
本
農
業
を
担
っ
て
き

た
昭
和
一
桁
世
代
の
大
量
リ
タ
イ
ア
と
い
う
目
前
の
課
題
に
加

え
、
未
曾
有
の
超
高
齢
社
会
を
迎
え
生
産
・
生
活
の
場
で
あ
る
地

域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
Ｊ
Ａ
へ
の
期
待
と
役
割
は
今
後
と

も
増
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
高
齢
化
率
の
進
展
が

都
市
的
地
域
よ
り
も
格
段
に
早
い
農
村
部
に
お
い
て
は
、
営
農
指

導
・
支
援
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
医
療
・
介
護
か
ら
終
末
期
事
業

ま
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
高
く
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

今
日
、
社
会
保
障
給
付
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
九

〇
年
に
は
四
七
兆
円
だ
っ
た
が
、
二
〇
年
後
の
二
〇
一
〇
年
に
は

一
〇
〇
兆
円
を
突
破
し
た
。
介
護
保
険
給
付
費
だ
け
で
も
、
制
度

が
創
設
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
に
三
・
六
兆
円
だ
っ
た
の
が
一
〇
年

に
は
七
・
九
兆
円
、
団
塊
世
代
が
七
五
歳
を
迎
え
る
二
五
年
に
は

二
三
兆
円
が
必
要
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
本
来
の
事
業
と
は

い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
介
護
な
ど
の
高
齢
者
対
策
関
連
事

業
は
今
後
の
農
協
経
営
を
安
定
化
さ
せ
る
数
少
な
い
分
野
と
い
え

る
。
特
に
Ｊ
Ａ
が
お
手
の
物
の
食
分
野
で
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

は
、
地
産
地
消
の
拡
大
や
高
齢
者
の
安
否
確
認
な
ど
人
と
人
を
つ

な
ぐ
絆
事
業
と
し
て
地
域
か
ら
大
い
に
歓
迎
さ
れ
よ
う
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
今
、
要
介
護
状
態
に
な
る
の
を
少
し
で
も

遅
ら
せ
、
可
能
な
ら
百
歳
ま
で
心
身
と
も
に
健
康
で
過
ご
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
食
事
や
運
動
、
検
診
・
介
護
・
医
療
を
組
み
合
わ

せ
た
「
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
百
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
る

と
い
う
。
厳
し
い
経
済
環
境
の
も
と
、
規
制
緩
和
や
新
自
由
主
義

の
風
潮
が
広
が
る
中
で
財
界
な
ど
か
ら
い
わ
れ
な
き
攻
撃
も
多
い

が
、
是
非
新
し
い
地
平
を
拓
い
て
存
在
感
を
更
に
高
め
て
欲
し
い

と
思
う
。

（
太
田
）
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